
シリーズ特集
人生100年時代に向けた健康づくり

　国は｢人生100年時代」の到来を見据えて、高齢者だけでなく子どもや子育て世代、現役世代であっても安心して活躍できる社会を目

指し、全ての世代が公平に支え合う「全世代型社会保障」への改革を進めています。

　市町村としても、全世代が心身の健康を意識し、実践し、継続することができるサポート体制・環境づくりが求められます。一方で、地

域住民が住み慣れた地域で安心して暮らすためには、地域住民が「我が事※」としての意識を持つこともまた重要です。

　本誌では「人生100年時代に向けた健康づくり」を2021年度のテーマとし、県内の各分野における施策や取り組みを紹介しながら「健

康が自走するまち」の在り方を探っていきます。

ビビッドコーラスクラブは、1993年に設立しました。

平均年齢73歳、84名の元気な部員で歌声を合わせ

ています。取材の日は、56名の方がコーラス練習を

していました。全体の指導は、郡山ジュニアフィル

ハーモニーオーケストラの指揮をはじめ、県内外で

活躍されている佐藤守廣さんです。時折笑い声も聞

かれるほどユーモアあふれる指導の中で、コンクー

ルに向けた練習をしていました。美しい歌声が、郡

山市公会堂中に響き渡っていました。

合唱コンクールに向けて坂本九さんの「心の瞳」を歌う、

ビビッドコーラスクラブのみなさん

表紙によせて

詳しくは本誌（P6～）｢あさかの学園大学 健康寿命は

地域や社会とのつながりから｣をご覧ください。

（2021年12月7日撮影）
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あさかの学園大学は
高齢者の学びの場として
1988年に開校しました。

高齢者の生きがいやつながりの場
づくりとして、クラブ活動も

学外で活発に
行われています。

人生100年時代に向けた健康づくり
あさかの学園大学

健康寿命は地域や社会とのつながりから

シリーズ特集 「ふくしまの国保」では皆様のご意見、ご感想をメールで募集しております。
今後の紙面づくりに生かして参りますのでご協力、よろしくお願いします。
　　　 gyoumu-shien@fukushima-kokuho.jp
　　　　(保険者支援課)
※QRコードを読み取り、表示されたURLからメールが作成できます。

E-mail

福島県国民健康保険団体連合会の様々な情報は
https://www.fukushima-kokuho.jp へアクセス 福島県国民健康保険団体連合会
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
保
険
者
並
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
の
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
皆
様
に
は
、
本
会
の
事
業

運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格

別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
わ
た
く
し
共
の
生

活
環
境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た

が
、
多
く
の
国
民
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行

き
渡
り
、
全
国
的
に
見
て
も
感
染
者
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
明
る
い
兆
し
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
間
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
治
療
、
看

護
に
最
前
線
で
携
わ
る
医
療
従
事
者
や
関

係
者
の
方
々
、
ま
た
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
、
日
々
ご
尽
力

さ
れ
て
い
る
自
治
体
関
係
者
の
皆
さ
ま
方

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度
は
平
成
30

年
度
に
制
度
創
設
以
来
と
い
わ
れ
た
大
改

革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
枠
組
み
が

で
き
て
、
今
年
で
5
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
中
高
年
齢
者
が
多
く

加
入
し
医
療
費
が
増
加
す
る
一
方
、
被
保

険
者
の
所
得
水
準
が
低
く
、
保
険
料

（
税
）
の
負
担
率
が
高
い
と
い
う
構
造
的

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
引
き
続
き
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
及
び
市
町
村
で

は
、
国
が
進
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
導
入
な
ど
を
基
盤
と
す
る
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
改
革
の
推
進
、
自
治
体
に
お
け
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
・
効
率
化
を
図
る
た
め

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進
、
人
生
1
0
0
年

時
代
を
見
据
え
た
住
民
の
予
防
・
健
康
づ

く
り
事
業
の
取
り
組
み
強
化
な
ど
を
含

め
、
制
度
改
革
・
都
道
府
県
単
位
化
と
い

う
趣
旨
の
深
化
を
図
る
と
と
も
に
、
一
層

の
国
保
財
政
運
営
の
安
定
化
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
審
査
支
払
機
関
を
取
り
巻
く
状

況
と
し
て
、
令
和
3
年
3
月
に
国
な
ど
が

策
定
し
た
「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改

革
工
程
表
」
に
よ
り
、
本
会
と
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
と
の
審
査
基
準
の
統

一
及
び
審
査
支
払
等
シ
ス
テ
ム
の
整
合
性

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
同
改
革
は
、
住
民
に
質
の
高
い
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
し
、
国
民
皆

保
険
を
支
え
る
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
安
定
的
な
維
持
発
展

を
図
る
観
点
か
ら
も
重
要
な
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
が
、
改
革
工
程
表
に
従

い
、
全
国
の
保
険
者
及
び
国
保
連
合
会
で

稼
働
す
る
「
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
」
を
更

改
す
る
た
め
に
は
、
一
時
的
に
多
額
の
シ

ス
テ
ム
開
発
経
費
が
必
要
と
な
る
見
込
み

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
の
意
向
を
踏
ま
え
て
必
要
と
な
る
シ

ス
テ
ム
開
発
経
費
が
、
保
険
者
ひ
い
て
は

被
保
険
者
の
新
た
な
負
担
増
を
招
く
こ
と

の
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
十
分

な
財
政
措
置
を
講
ず
る
べ
く
強
く
求
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
最
後
に
、
本
会
で
は
現
在
、
「
第
2
次

中
期
経
営
計
画
」
を
策
定
中
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
計
画
は
、
「
皆
保
険
を
支
え
る
力

と
な
る
た
め
に
」
を
理
念
に
、
保
険
者
に

お
け
る
円
滑
か
つ
効
率
的
な
事
業
推
進

と
、
安
定
的
な
財
政
運
営
、
そ
し
て
地
域

住
民
の
健
や
か
な
生
活
の
実
現
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
令
和
4
年
度
か
ら
向
こ
う
3

カ
年
の
本
会
に
お
け
る
事
業
方
針
を
示
す

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
方
針
に
沿
っ
て
役
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
保
険
者
の
共
同
体
と
し
て
の
職
責
を

果
た
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
方
に
と
り
ま
し

て
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
4
年
　
元
旦
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国民健康保険中央会会長

岡﨑　誠也

年頭のご挨拶

これまで以上に一体となり
国保皆保険の一翼を担う

福島県知事

内堀　雅雄

年頭のご挨拶

県民みんなで創り上げる
福島の未来
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
か
ら
国
保
中
央
会
の
運
営

に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
全
国
各
地
で
猛
威
を
振

る
っ
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感
染

防
止
対
策
の
徹
底
に
よ
り
一
定
の
成
果
が

見
ら
れ
る
と
は
言
え
、
引
き
続
き
警
戒
が

必
要
な
状
況
で
あ
り
、
我
々
、
国
保
関
係

者
と
し
ま
し
て
は
、
国
民
の
命
と
健
康
を

守
る
国
民
皆
保
険
の
一
翼
を
担
う
重
要
な

立
場
か
ら
、
本
年
に
お
き
ま
し
て
も
国
保

事
業
は
も
と
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

事
業
の
実
施
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
さ
て
、
本
格
的
な
少
子
高
齢
化
や
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
が
進
む
中
で
、
国
保
制

度
を
取
り
巻
く
環
境
は
更
に
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
す
べ

て
の
世
代
が
安
心
感
と
納
得
感
の
得
ら
れ

る
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
目

指
し
、
様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
成
立
し
た
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
窓
口
負
担
割
合
の
見
直

し
や
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
の
拡
充
に
加

え
、
保
健
事
業
に
お
け
る
健
診
情
報
等
の

活
用
促
進
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
本
年
4

月
よ
り
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な

る
2
0
2
5
年
を
目
途
に
、
医
療
・
介

護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括

的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
の
構
築
を
実
現
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
や

医
療
機
関
、
介
護
事
業
者
等
と
密
接
に
関

連
し
て
い
る
国
保
連
合
会
及
び
中
央
会

は
、
そ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
国
保
連
合
会
及
び
中
央
会
に
お

い
て
は
、
昨
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
・
支

払
基
金
・
中
央
会
の
三
者
で
策
定
し
た

「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程

表
」
に
基
づ
き
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の

ク
ラ
ウ
ド
化
や
、
支
払
基
金
の
シ
ス
テ
ム

と
の
整
合
性
の
実
現
な
ど
、
質
の
高
い
平

等
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
中
長
期
的

な
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
取

り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
行
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　
未
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
続
く
中
、
本
会
と
し
ま
し
て
は
、

全
国
の
国
保
連
合
会
の
皆
様
と
こ
れ
ま
で

以
上
に
一
体
と
な
り
、
全
国
知
事
会
、
全

国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
を
は
じ
め
と
す

る
地
方
団
体
や
国
保
組
合
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
な
ど
の
関
係
団
体
と
も
十

分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
医
療
費
の
審

査
支
払
は
も
と
よ
り
、
保
健
事
業
や
様
々

な
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用
な

ど
、
保
険
者
の
皆
様
の
業
務
支
援
に
総
力

を
あ
げ
て
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
て
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
　
元
旦

　
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
県
民
の
皆
様
の
命
と
健
康
を

守
る
た
め
、
感
染
症
対
策
に
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
だ
一
年
で
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
始
め
、
全
国

新
酒
鑑
評
会
で
の
金
賞
受
賞
数
八
回
連
続

日
本
一
、
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
米
「
福
、
笑

い
」
の
デ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
明
る
い
話
題
も

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
十
年
が

経
過
し
、
こ
の
間
、
県
民
の
皆
様
の
懸
命

な
御
努
力
と
国
内
外
か
ら
の
温
か
い
御
支

援
に
よ
り
、
避
難
指
示
の
解
除
や
生
活
環

境
の
整
備
が
進
み
、
昨
年
末
に
は
、
葛
尾

村
や
大
熊
町
の
帰
還
困
難
区
域
の
一
部
に

お
い
て
準
備
宿
泊
が
開
始
さ
れ
た
ほ
か
、

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

の
進
展
、
復
興
支
援
道
路
で
あ
る
相
馬
・

福
島
道
路
の
全
線
開
通
な
ど
、
復
興
に
向

け
た
取
組
が
着
実
に
前
進
し
て
お
り
ま

す
。

　
一
方
で
、
複
合
災
害
か
ら
の
復
興
は
い

ま
だ
途
上
に
あ
り
、
昨
年
政
府
が
決
定
し

た
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る

基
本
方
針
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
懸
念

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
新
型
感
染
症

対
策
は
も
と
よ
り
、
引
き
続
き
、
原
子
力

災
害
に
伴
う
複
雑
で
困
難
な
課
題
の
解
決

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
創
生
・
人
口

減
少
対
策
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
新
型
感
染
症
対
策
と
し
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
、
県
民
の
皆
様
に
対
し
、

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
医
療
提
供
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
り
、
深
刻
な
影
響
を
受
け

て
い
る
地
域
経
済
の
再
生
・
活
性
化
に
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
避
難
地
域
の
復
興
・
再
生
に
つ

き
ま
し
て
は
、
被
災
者
の
生
活
再
建
と
産

業
・
生
業
の
再
生
を
始
め
、
廃
炉
と
汚
染

水
・
処
理
水
対
策
、
帰
還
困
難
区
域
の
復

興
・
再
生
、
風
評
と
風
化
の
問
題
な
ど
、

現
場
の
声
に
し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
心

身
の
健
康
状
態
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
健
康
増
進
に
向
け
た
取
組
を
進

め
、
全
国
に
誇
れ
る
健
康
長
寿
県
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
価
値
観
の
変
化
や
地
方
移
住

へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
的
確
に
捉
え
な
が

ら
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
、
福
島
な
ら

で
は
の
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
４
月
に
は
、
新
た
な
福
島
県
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
計
画
の

下
、
県
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
な
が

ら
、
目
標
を
一
つ
一
つ
実
現
し
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
、
県
民
の
皆
様
お
一
人
お

一
人
が
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
未
来
を
創
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
果

敢
に
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

は
、
昨
年
３
月
に
改
正
し
た
「
福
島
県
国

民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
に
基
づ
き
、
県

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
や
国
保
連
合

会
を
始
め
と
す
る
関
係
機
関
の
皆
様
と
連

携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
安
定
し
た
運
営

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
　
元
旦



から

地域や社会との
健 康 寿 命 は

あさかの学園大学（郡山市）

学長
  富田 孝志さん

郡山市
あさかの学園大学

課長
  宗形 敏広さん

郡山市 保健福祉部
健康長寿課

　
2
0
1
8
年
の
経
済
産
業
省
「
２
０
５
０

年
ま
で
の
経
済
社
会
の
構
造
変
化
と
政
策
課

題
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
2
0
4
5
年
に

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
人
口
の
50
％
以
上

を
占
め
る
市
町
村
が
、
全
国
の
3
割
以
上
と

な
り
、
2
0
5
0
年
頃
に
は
、
1
0
0
歳
以

上
の
高
齢
者
が
50
万
人
を
超
え
る
見
通
し
で

す
。
平
均
寿
命
が
延
び
る
こ
と
で
、
定
年
退

職
後
の
「
老
後
の
期
間
」
が
長
期
化
し
、
健

や
か
に
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
さ
か
の
学
園
大
学（
以
下
、学
園
）は
、

1
9
8
8
年
に
開
校
し
ま
し
た
。
郡
山
市
が

社
会
福
祉
法
人
郡
山
市
社
会
福
祉
事
業
団
に

委
託
し
、「
高
齢
者
の
積
極
的
な
社
会
参
加

を
促
す
と
と
も
に
、
今
後
の
人
口
減
少
社
会

に
お
い
て
、
高
齢
者
が
地
域
社
会
に
お
け
る

重
要
な
担
い
手
と
し
て
、
生
涯
現
役
で
活
躍

で
き
る
た
め
の
契
機
と
す
る
」
を
目
標
に
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
学
び
の
場
を
提
供
し
、
歴
史

や
文
学
の
専
門
職
や
退
職
後
の
教
師
等
、
講

師
の
充
実
化
を
図
り
、
魅
力
あ
る
授
業
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　「
2
0
0
0
年
以
降
、
全
国
的
に
高
齢
者

の
社
会
的
孤
立
へ
の
解
消
策
と
し
て
の
居

場
所
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
時
期
が
あ
り
ま

し
た
が
、
時
代
や
行
政
に
お
け
る
シ
ス
テ

ム
の
変
化
と
と
も
に
徐
々
に
閉
鎖
し
、
継

続
が
難
し
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
、

富
田
孝
志
学
長
は
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
富
田
学
長
は
県
立
福
島
高
等
学
校
の
校

長
、
福
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長
等
を
歴

任
し
、
2
0
1
4
年
に
学
園
の
学
長
に
就

き
ま
し
た
。「
年
齢
は
違
っ
て
い
て
も
、サ
ー

ク
ル
活
動
や
同
学
年
の
間
の
つ
な
が
り
か

ら
生
ま
れ
る
「
き
ず
な
」
作
り
は
、
若
い

頃
の
学
校
と
同
じ
で
す
。
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
学
園
の
参
加
者
に
は

『
若
返
り
の
機
会
』
と
な
っ
て
い
ま
す
」

と
さ
ら
に
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

「生きがい」が持てるような意識付けが重要な鍵と
なります。
　本号は、「生きがい」をテーマに、本年で開校か
ら34年を迎える、郡山市の「あさかの学園大学」
へお話を伺いました。年度制を活用した高齢者の学
びの場としては全国でも珍しいケースで、高齢者の
生きがいづくりにつながっています。

　健康寿命（健康に生活できる期間）をどのように
延ばすかが、「人生100年時代」を迎える私たちの
大きな課題です。課題克服に向けては、高齢者自ら
生活の質を高め、「生きがい」をもって生きること
が大切です。高齢者になると心身が衰えてしまうフ
レイルや、運動器の機能が衰えてしまうロコモティ
ブシンドローム等、身体的な不安も出てきます。健
やかに過ごすためにはそれらの問題を解決しながら

　
郡
山
市
健
康
長
寿
課
の
宗
形
敏
広
課
長

は
「
学
園
を
立
ち
上
げ
た
当
時
の
郡
山
市

で
は
、『
人
生
80
年
』
と
い
わ
れ
て
い
た

時
代
。
定
年
退
職
後
か
ら
ど
う
生
き
る
か

を
市
政
の
課
題
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
」

と
、
当
時
の
郡
山
市
の
状
況
に
つ
い
て
お

話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
郡
山
市
で
は
高

齢
者
が
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
を
検
討
し
、
学
園
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
い
う
経
緯
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
で
は
近
隣
の
16
市
町
村
に
ま
で

学
区
を
拡
大
し
、
幅
広
く
学
生
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
」
と
、
立
ち
上
げ
の
経
緯
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。

　
学
園
に
通
え
る
資
格
は
、
郡
山
市
ま
た

は
周
辺
市
町
村
に
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

で
す
。
教
養
課
程
、
専
門
課
程
の
２
つ
が

あ
り
、「
健
康
・
福
祉
学
科
」、「
郷
土
・

生
活
学
科
」、「
芸
術
・
文
化
学
科
」
に
分

か
れ
毎
週
１
回
、
午
前
か
午
後
の
ど
ち
ら

か
で
授
業
を
行
い
ま
す
。
教
養
課
程
か
ら

専
門
課
程
に
進
む
学
生
は
全
体
の
8
割
か

ら
9
割
。
そ
の
後
の
研
修
ク
ラ
ブ
（
２
年

間
）
も
含
め
る
と
計
６
年
間
の
学
び
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
生
の
入
学
動
機
は
「
幅
広
く
勉
強
し

た
い
た
め
」と「
人
と
会
話
し
た
い
か
ら
」

が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
、「
老

後
の
楽
し
み
、
趣
味
の
た
め
」、「
友
人
に

誘
わ
れ
た
」、「
郷
土
の
歴
史
勉
強
」、
さ

ら
に
「
家
で
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
か

ら
」
と
い
う
入
学
動
機
か
ら
も
、
家
の
外

に
生
き
が
い
を
求
め
て
通
っ
て
い
る
学
生

が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
こ
と
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
種
類
も
様
々
。

「
安
積
疎
水
」
等
、
郡
山
周
辺
の
歴
史
を

学
ぶ
機
会
や
、「
脳
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」、

「
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
等
の
防
災
講
座

も
あ
り
ま
す
。
身
体
を
動
か
す
講
座
で

は
、
フ
レ
イ
ル
や
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
た
め
、
家
に
帰
っ

て
か
ら
も
身
体
を
動
か
せ
る
よ
う
、
簡
単

な
体
操
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
行
う
実
践
の
場

も
あ
り
ま
す
。

　
人
気
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
元
福
島
大

学
名
誉
教
授
の
高
野
保
夫
先
生
に
よ
る

『
宮
沢
賢
治
・
童
話
の
世
界
』。
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、
わ
か
り
や
す
い
話
し
方
を

さ
れ
る
講
師
が
人
気
だ
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
最
近

で
は
A
I
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
の
講

義
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
、
ス
マ
ホ
教
室

等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
郡
山
市
保
健
所
の
職
員
が
講
師
と
な
り

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
」
の
講
義
が
今
年
の
５
月
に
行
わ
れ
ま

し
た
。「
質
疑
応
答
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
『
国
内
産
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
は
進

ん
で
い
る
の
か
』『
副
作
用
は
ど
う
な
の

か
』等
の
積
極
的
な
質
問
が
飛
び
交
っ
て
、

勢
い
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
」
と
、
宗
形
課
長
は
当
時
の
様
子
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
実
際
に
身
近
に
迫
っ
て
く
る
で

あ
ろ
う
、介
護
へ
の
知
識
を
深
め
る
た
め
、

実
習
授
業
と
し
て
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
手
話
や
車
い
す

体
験
の
実
践
講
義
等
、
介
護
福
祉
に
つ
い

て
の
学
び
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

▲ 教養課程１年 「宮沢賢治・童話の世界」
　 の授業の様子

シ
リ
ー
ズ

人
生

　年
時
代
に
向
け
た
健
康
づ
く
り

100

シ
リ
ー
ズ

人
生

　年
時
代
に
向
け
た
健
康
づ
く
り

100

生
涯
を
通
し
て
、意
欲
的
に

学
び
続
け
る
実
践
の
場

高
齢
者
の
学
び
の
場
、

あ
さ
か
の
学
園
大
学

（2021 年 4 月現在）「あさかの学園大学」概要

健康・福祉学科
郷土・生活学科
芸術・文化学科

●学　科

●対象エリア

健康や福祉、社会の仕組みに関しての学び
環境や郷土、歴史に関しての学び
文学や美術、工芸に関しての学び

郡山市、須賀川市、二本松市、田村市、本宮市、大玉村、鏡石町、天栄村
猪苗代町、石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町、三春町、小野町

研
修
ク
ラ
ブ

（
自
主
研
修
）

卒
業
後

教養課程（2年制）
259名

授業料（年額）
15,000円

各学科の学びから
「考える」

専門課程（2年制）
235名

授業料（年額）
20,000円

各学科の学びから
「実践に活かす」

0607 0607



学生会会長

生
き
が
い
を
も
っ
て
、今
を
楽
し
く
生
き
る

主任
車田 輝治さん

郡山市
あさかの学園大学

　
学
園
は
、
郡
山
駅
と
隣
接
す
る
ビ
ッ
グ

ア
イ
の
中
に
あ
り
、
周
辺
に
は
た
く
さ
ん

の
商
業
施
設
に
囲
ま
れ
、
交
通
の
便
も
良

い
立
地
で
す
。

　
専
門
課
程
2
年
を
担
当
し
て
い
る
車
田 

輝
治
主
任
は
、
学
生
の
様
子
に
つ
い
て
お

話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
学
生
は
本
当
に
元

気
で
健
康
そ
の
も
の
。
授
業
前
後
に
は
周

辺
の
飲
食
店
で
ラ
ン
チ
を
す
る
こ
と
も
多

く
、
仲
間
と
会
え
る
こ
の
日
を
待
ち
望
ん

で
い
る
よ
う
で
す
」
と
、学
生
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
発
さ
に
つ
い
て
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。「
学
園
の
学
生
が
年
齢
に

比
べ
て
元
気
で
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の

は
、
学
園
に
通
う
こ
と
が
社
会
と
の
つ
な

が
り
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま

す
。
楽
し
い
と
感
じ
る
心
の
健
康
が
、
学

生
の
健
康
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
こ
れ
ま
で
多
数

の
課
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
も
同
行

し
て
い
た
車
田
主
任
は
語
り
ま
し
た
。

　
取
材
時
、
授
業
の
前
の
学
活
が
延
び
、

授
業
の
開
始
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
ん

延
防
止
措
置
等
重
点
措
置
が
明
け
た
ば
か

り
で
、
久
し
ぶ
り
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
「
芋
煮
会
」
を
開
催
し
よ
う
と
い

う
計
画
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
よ
う
で
し

た
。「
学
生
は
、
学
園
に
通
う
こ
と
で
生

活
リ
ズ
ム
を
保
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

生
き
が
い
を
感
じ
る
の
は
、
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
、
多
少
な
り

と
も
社
会
へ
の
参
画
が
で
き
て
い
る
時

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
富
田
学

長
は
学
園
に
通
う
意
義
に
つ
い
て
お
話

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
現
役
の
時
に
は
毎
日
通
勤
し
、
役
割
と

使
命
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
き
た
の
に
、

退
職
後
に
は
強
制
的
に
社
会
か
ら
離
さ
れ

て
し
ま
い
、
孤
立
し
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
同
時
に
規
則
正
し
い
生
活
か
ら

一
転
し
、
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
気
持
ち

も
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
学
園
が
「
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
場
」

と
な
り
、
そ
こ
に
通
う
こ
と
で
生
活
リ
ズ

ム
が
整
い
、
学
生
の
健
康
を
保
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
学
生
の
中
に
は
現
役
時
代
に
、
音
楽
や

書
道
等
、
専
門
的
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
た

方
も
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。
学
園
設
立

当
初
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
専
門
的
な
知
識

を
持
つ
方
を
中
心
に
、
学
校
外
の
課
外
活

動
と
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
へ
の
入
部
資
格
は
学

園
に
在
籍
し
て
い
る
方
と
、
そ
の
卒
業
生

で
す
。
今
号
の
表
紙
に
掲
載
し
て
い
る「
ビ

ビ
ッ
ド
コ
ー
ラ
ス
」
は
そ
の
中
で
も
代

表
的
な
ク
ラ
ブ
で
す
。
文
化
系
の
ク
ラ

ブ
以
外
に
も
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
ゴ
ル
フ

や
太
極
拳
や
ダ
ン
ス
等
の
運
動
で
身
体

を
動
か
す
ク
ラ
ブ
も
多
数
あ
り
、
自
然

を
楽
し
む
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
登
山
ク

ラ
ブ
」
で
は
部
員
が
約
8
0
0
名
在
籍

し
て
い
ま
す
。

　「
学
園
の
授
業
日
と
、
ク
ラ
ブ
活
動
の

活
動
日
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
『
生
き
が

い
の
場
』
と
な
っ
て
生
き
生
き
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
」
と
、
車
田
主
任
は
お
話
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
現
在
の
郡
山
市
長
で
あ
る
品
川
萬
里
さ

ん
は
、
学
園
の
学
生
で
し
た
。
学
生
の
中

で
は
、
地
域
の
公
民
館
等
で
郡
山
や
地
域

の
歴
史
や
、
古
文
書
に
つ
い
て
の
知
見
を

広
め
、
講
義
活
動
を
行
う
方
も
い
る
そ
う

で
す
。
町
内
会
長
や
民
生
委
員
、
地
域
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
活
躍
は
、
他
の
学
生
に
も
刺
激

を
与
え
、
現
在
の
老
後
生
活
を
じ
ぶ
ん
事

と
し
て
、
前
向
き
に
過
ご
そ
う
と
す
る
方

が
多
い
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
富
田
学
長
を
は
じ
め
講
師
の
方
々
も
高

齢
者
と
い
わ
れ
る
世
代
の
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。「
自
分
は
若
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

加
齢
と
と
も
に
身
体
は
ど
う
し
て
も
衰
え

て
し
ま
い
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
制
限

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
身
体

が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
、
切
な
い
想
い
を
す
る

富
田
学
長
は
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
学
生
数
は
の
べ
7
5
0
0
名
に
も
な
り

ま
し
た
。「
学
園
は
郡
山
市
の
事
業
で
す
。

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ

ラ
ー
等
を
複
合
的
に
繰
り
返
し
な
が
ら
、

34
年
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事

例
は
、
県
内
を
は
じ
め
他
の
都
道
府
県
に

も
例
が
あ
り
ま
せ
ん
」
郡
山
市
の
事
業
と

し
て
し
っ
か
り
根
付
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
、
宗
形
課
長
は
お
話
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
再
雇
用
の
制
度
が
整
い
、
70
歳
ま

で
働
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
働
く
こ

と
は
『
生
き
が
い
』
に
つ
な
が
り
ま
す
」

郡
山
市
で
は
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康

で
あ
る
た
め
に
も
、
働
き
た
い
方
の
再
雇

用
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
、
宗
形
課
長
は

強
く
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
学
園
の
学
生
は
、
一
日
一
日
を
生
き
が

い
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
人
生

1
0
0
年
時
代
に
向
け
て
、
健
や
か
な
心

を
持
ち
、
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
高
齢

者
と
な
る
た
め
の
秘
訣
は
、
身
体
の
衰
え

と
向
き
合
い
な
が
ら
も
い
ろ
ん
な
好
奇
心

を
持
ち
、
人
と
社
会
と
つ
な
が
り
、
毎
日

を
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
に
あ

る
と
言
え
そ
う
で
す
。

　星総合病院では、地域の健康づくりの一環で「どこ
でも健康教室」というサービスがあり、その一環であ
さかの学園大学のカリキュラムとして実施していま
す。取材の日は専門課程１年「芸術・文化学科」の学
生へ、腰痛や肩こり、膝痛等のロコモティブシンドロー
ムに効果のある運動を行いました。「学園の生徒はと
ても元気です。病院に通っている同年代の高齢者には
なかなか難しいようなスクワットも軽々です」と講師
の二瓶さんはお話くださいました。

カリキュラム例 ロコモティブシンドロームを学びましょう

　
学
園
の
学
校
行
事
な
ど
を
運
営
す
る
、
学
生

会
会
長
を
務
め
る
小
林
さ
ん
。
取
材
当
日
は
、

「
国
際
理
解
」
の
授
業
と
芋
煮
会
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
打
ち
合
わ
せ
で
来
校
し
て
い
ま

し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
郡
山
市
内
在
住
で
、
息
子
さ

ん
と
奥
さ
ん
の
３
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

現
役
時
代
は
中
学
校
の
教
員
を
し
て
い
ま
し

た
。
退
職
後
も
、
公
民
館
で
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
学
園
の
「
ビ
ビ
ッ
ド
コ
ー
ラ

ス
」
ク
ラ
ブ
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
か
ら
、
入

学
を
決
め
た
そ
う
で
す
。
全
国
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
で
も
有
名
な
、
髙
田
三
郎
さ
ん
の
合
唱

を「
ビ
ビ
ッ
ド
コ
ー
ラ
ス
」で
も
行
っ
て
い
て
、

そ
の
点
も
大
き
な
魅
力
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
が
目
的
で
入
学
し
ま
し
た
が
、

学
園
で
は
健
康
に
関
す
る
講
座
が
多
い
の
も
魅

力
だ
そ
う
で
、
特
に
同
世
代
で
様
々
な
職
業
を

経
験
し
て
き
た
学
生
同
士
の
交
流
は
と
て
も
刺

激
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
今
年
で
専
門
課
程
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
の

で
、
そ
の
後
の
研
修
課
程
へ
の
準
備
を
進
め
て

い
る
そ
う
で
す
。
学
園
に
在
籍
す
る
こ
と
は
、

「
活
躍
す
る
場
を
持
て
る
」
と
楽
し
そ
う
に
お

話
し
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
も
多
い
で
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら

し
で
家
に
籠
も
っ
て
し
ま
う
と
、
生
活
リ

ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
に
な
る
の
と
同
時
に
、

社
会
か
ら
の
乖
離
が
起
こ
り
ま
す
」
と
、

富
田
学
長
は
高
齢
者
が
ひ
き
こ
も
り
が
ち

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、「
そ
ん
な
時
に
重
要
と
な

る
の
が
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
。
そ
れ
に

よ
り
生
活
の
リ
ズ
ム
が
整
い
、
楽
し
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
自
分
一
人

で
は
気
づ
け
な
い
こ
と
を
周
り
が
助
言
し

て
く
れ
ま
す
」
と
、
老
後
に
お
け
る
社
会

と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
、

か
い
り

公益財団法人　星総合病院
リハビリテーション科 科長

二瓶 健司さん

 小林 栄さん
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社
会
と
の
つ
な
が
り
と

生
活
リ
ズ
ム
が
重
要

生
き
が
い
を
実
感
し
て

今
を
楽
し
む

社
会
と
の
つ
な
が
り
が

健
康
寿
命
を
延
ば
す

芸術・文化学科
専門課程２年
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小野町　国民健康保険の概要

（
図
1
）

医療費適正化について話す鈴木課長

10
月
1
日
の
被
保
険
者
証
更
新
に
合
わ
せ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
る
こ
と
を
周
知
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
同
封
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

　
小
野
町
で
は
、
医
療
費
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
こ
こ
数

年
、
県
内
で
10
位
台
（
59
市
町
村
の
う
ち
）

が
続
く
な
ど
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
2
0
2
9
年
度
の
保
険

料
統
一
に
向
け
て
も
医
療
費
水
準
を
抑
制
し

て
い
く
こ
と
が
急
務
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
等
を
担
当
す
る
町
民
生
活
課
の
鈴
木
課

長
、
折
笠
副
課
長
（
町
民
担
当
）
、
国
分
主

事
、
特
定
健
診
や
保
健
指
導
等
の
保
健
事
業

を
担
当
す
る
健
康
福
祉
課
の
成
田
主
任
主
査

兼
保
健
師
、
舘
川
管
理
栄
養
士
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
山
口
さ
ん
、
国
保
事
業
を
運
営

す
る
上
で
重
要
な
保
険
税
を
担
当
す
る
税
務

課
の
二
瓶
主
事
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
も
福
島
県
は
、
特
定
健
診
に
よ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
該
当
割
合
が

18
・
4
％
（
2
0
1
9
年
度
実
績
）
と
高
い

状
況
で
す
。
同
様
に
町
も
、
糖
尿
病
な
ど
生

活
習
慣
病
に
起
因
す
る
疾
病
が
医
療
費
の
高

額
な
部
分
を
占
め
て
お
り
、
医
療
費
適
正
化

に
向
け
メ
タ
ボ
予
防
が
１
番
の
近
道
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、
保
健
事
業
の
強

化
と
そ
れ
に
伴
う
専
門
職
の
確
保
が
必
要
で

あ
り
、
2
0
1
9
年
度
に
保
健
師
と
管
理
栄

養
士
を
１
名
ず
つ
、
さ
ら
に
今
年
度
は
保
健

師
を
１
名
採
用
し
ま
し
た
。
体
制
面
の
強
化

を
行
う
こ
と
で
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
保
健
指
導
の
充
実

を
図
り
、
医
療
費
適
正
化
を
目
指
す
考
え
で

す
。

　
こ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
も
取
り
組
み
強
化
策
の
１
つ
で
す
。
町

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
は
人
口
約

9
8
0
0
人
（
う
ち
国
保
加
入
者
は
約

2
3
0
0
人
）
に
対
し
て
30
・
7
%

（
2
0
2
1
年
10
月
24
日
時
点
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
普
及
促
進
を
目
的
に

利
用
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
最
新
の
資
格
情

報
確
認
が
可
能
と
な
り
、
医
療
機
関
よ
り
正

し
い
保
険
者
に
請
求
が
行
わ
れ
る
た
め
、
医

療
費
適
正
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
、
過
誤
返

戻
に
か
か
る
事
務
軽
減
が
狙
い
で
す
。

　
さ
ら
に
見
直
し
策
と
し
て
、
今
年
度
よ
り

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
の
実
施

方
法
を
変
更
し
、
こ
れ
ま
で
の
毎
月
の
通
知

か
ら
3
カ
月
に
1
度
の
通
知
と
し
ま
し
た
。

理
由
は
、
費
用
対
効
果
と
3
カ
月
分
を
ま
と

め
て
通
知
す
る
こ
と
で
、
住
民
に
自
己
負
担

額
の
軽
減
を
よ
り
実
感
い
た
だ
く
た
め
で

す
。
（
図
2
）

　
鈴
木
課
長
は
「
医
療
費
適
正
化
は
、
急
務

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
朝
一
夕
に
い
か
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
そ
れ
で
も
地
道
な
取
り
組
み
が
今
後
の

結
果
に
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
」

と
歩
み
を
止
め
な
い
決
意
を
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
体
制
面
の
強
化
に
よ
り
、
特
定
健
診
受
診

率
及
び
保
健
指
導
率
は
若
干
の
増
加
傾
向
で

し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
国
保
の
受
診

率
は
34
・
5
％
（
2
0
2
0
年
度
実
績
）
ま

で
落
ち
込
み
、
前
年
度
比
較
で
約
７
％
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
に
町
は
、
よ
り

多
く
の
住
民
が
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
7
月
に
集
団
健
診
の
実
施
、

2
0
1
8
年
度
か
ら
は
未
受
診
者
を
対
象
に

12
月
に
追
加
の
集
団
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
施
設
健
診
は
田
村
医
師
会
と
の

連
携
に
よ
り
、
田
村
市
、
三
春
町
、
小
野
町

の
医
療
機
関
で
1
月
末
ま
で
受
診
で
き
る
よ

う
一
定
期
間
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
も
行
っ
て
お
り
、

未
受
診
者
に
は
最
大
で
４
回
の
通
知
を
行

い
、
受
診
を
促
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
働
き
盛
り
世
代
も
受
診
し
や
す

い
よ
う
、
今
年
度
は
24
時
間
い
つ
で
も
予
約

可
能
な
W
E
B
予
約
を
導
入
し
、
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。
成
田
主
任
主
査
は
「
住
民
か

ら
も
待
ち
時
間
が
少
な
く
、
以
前
よ
り
早
く

帰
れ
る
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
一
定
の
効

果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
健
診
当
日
の
様

子
や
住
民
と
の
会
話
か
ら
実
感
が
持
て
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
健
診
を
受
け
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
重
要
と
考

え
、
健
診
当
日
は
特
定
健
診
の
受
診
者
全
員

に
対
し
て
、
前
回
ま
で
の
結
果
を
確
認
し
て

生
活
習
慣
を
振
り
返
る
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
健
診
結
果
の
数
字
だ
け
で
内

容
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
住
民

向
け
健
診
結
果
説
明
会
を
開
催
し
、
健
康
状

態
に
つ
い
て
具
体
的
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
舘
川
管
理
栄
養
士
は
「
引
き
続
き
、
よ
り

多
く
の
住
民
の
方
に
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う

環
境
づ
く
り
の
徹
底
と
あ
わ
せ
て
、
健
康
に

関
す
る
意
識
付
け
へ
の
取
り
組
み
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
、
今
後
は

健
康
無
関
心
の
方
を
取
り
込
む
な
ど
、
さ
ら

な
る
意
識
の
醸
成
や
受
診
率
の
向
上
に
努
め

る
考
え
で
す
。

　
国
は
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
実
施
を
市
町
村
に
求
め
て
お

り
、
町
で
は
早
い
段
階
か
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
と
な
る
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
研
修
会
に
参
加
し
、
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
準
備
期
間
を
経
て
、
今

年
度
よ
り
事
業
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
住
民
の
健
康
状
態
の
把
握

や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
の
接
続
、
理
学
療
法

士
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防
や

健
康
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
健
康
状
態
の
把
握
の
た
め
、
後
期
高
齢

者
の
施
設
健
診
を
新
た
に
可
能
と
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
受
診
率
低
下
を
受
け
て
、
集
団

健
診
の
み
で
は
機
会
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
後
期
高
齢
者
の
選
択
肢
を
広
げ
る
べ

く
追
加
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。
施
設
健
診
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
保
同
様
、
田
村

市
、
三
春
町
、
小
野
町
の
医
療
機
関
で
受
診

可
能
で
す
。

　
担
当
す
る
国
分
主
事
は
「
健
康
状
態
の
不

明
な
方
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
ま
ず
は

健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の

が
１
番
の
願
い
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

　
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
事
業
を
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
、
加
え
て
既
存
事
業
と
紐

づ
け
を
行
う
な
ど
、
着
実
に
事
業
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
折
笠
副
課
長
は
、
「
国
保
や
後

期
と
い
っ
た
制
度
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
住

民
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
の
で
、
住
民

の
た
め
の
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て

い
き
ま
す
」
と
今
後
に
向
け
た
意
気
込
み
を

語
り
ま
す
。

　
町
は
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
と
地
域
活
力

の
維
持
・
向
上
、
新
た
な
産
業
の
創
出
も
課

題
と
し
て
お
り
、
新
た
な
視
点
か
ら
地
域
活

性
化
に
協
力
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
1
人
の
山
口
さ

ん
、
以
前
は
静
岡
県
浜
松
市
の
病
院
や
デ
イ

ケ
ア
で
理
学
療
法
士
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

よ
り
住
民
に
近
い
形
で
知
識
や
経
験
を
活
か

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
、
住
民
の
健
康
増
進
に
向
け
た
一
翼

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
業
務
は
、
地
域
ご
と
に
開
催
す
る
サ

ロ
ン
活
動
を
中
心
に
住
民
と
健
康
体
操
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
の
サ
ロ
ン
活
動

で
は
、
地
域
の
特
性
上
、
農
作
業
や
畑
作
業

を
し
て
い
る
方
が
多
く
、
特
に
肩
回
り
の
筋

肉
が
硬
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
肩

の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
1
時
間
半
程
度
の

体
操
を
行
い
ま
し
た
。
（ 

図
3 

）

　
山
口
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
個
々
に
身
体
の
悩

み
が
あ
る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
に
話
を
伺

い
、
そ
の
方
に
適
し
た
個
別
運
動
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
す
」
と
体
の
状
況
に
合
わ

せ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

　
さ
ら
に
2
0
2
0
年
9
月
よ
り
、
ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
さ
ら
な
る
収
納
率

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
住

民
生
活
の
変
化
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が

拡
大
傾
向
に
あ
り
、
時
間
や
場
所
に
関
係
な

く
納
付
で
き
る
手
段
と
し
て
必
要
と
判
断
し

た
た
め
で
す
。
既
に
収
納
実
績
も
あ
り
、
こ

れ
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

観
点
か
ら
も
導
入
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
っ

た
と
捉
え
て
い
ま
す
。
目
的
達
成
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
住
民
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た

業
務
展
開
が
見
え
ま
し
た
。

　
取
材
を
通
し
て
、
住
民
を
思
い
、
前
向
き

に
取
り
組
む
姿
勢
や
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
一
方
通
行
で
は
な
く
、
生
活
様
式
の
変
化

や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
住
民
と
と
も
に
一

体
的
な
町
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
る

小
野
町
。
地
道
で
ひ
た
む
き
な
取
り
組
み
の
成

果
に
注
目
し
て
い
き
た
い
で
す
。

れ
ま
で
福
島
県
と
の
関
わ
り
は
な
か
っ
た
山

口
さ
ん
で
す
が
、
住
民
の
方
は
優
し
く
受
け

入
れ
て
く
れ
、
心
の
温
か
さ
に
感
動
し
た
そ

う
で
す
。
体
操
教
室
を
通
じ
て
、
住
民
に
取

り
組
み
が
広
が
り
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

も
増
え
て
い
く
の
で
、
今
後
も
そ
の
き
っ
か

け
づ
く
り
を
し
た
い
と
目
を
輝
か
せ
て
い
た

こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
各
種
事
業
の
話
を
伺
っ
て
き
ま

し
た
が
、
事
業
運
営
に
欠
か
せ
な
い
財
源
の

１
つ
が
国
保
税
で
す
。
収
納
率
は
、
96
・

09
％
（
2
0
2
0
年
度
実
績
）
と
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
内
訳
に
目
を
向
け
る

と
、
窓
口
収
納
等
を
含
む
自
主
納
付
の
割
合

が
半
数
以
上
を
占
め
、
住
民
の
納
税
に
関
す

る
意
識
の
高
さ
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　
理
由
を
伺
う
と
、
「
窓
口
の
き
め
細
や
か

な
納
税
交
渉
、
丁
寧
な
説
明
が
結
果
的
に
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
」
と
実
際
に
窓
口
業
務
を
行
う
二
瓶
主

事
は
言
い
ま
す
。
納
税
交
渉
は
、
滞
納
が
高

額
に
な
る
前
に
電
話
や
臨
戸
訪
問
、
窓
口
で

納
税
相
談
を
定
期
的
に
行
い
、
住
民
の
生
活

状
況
の
変
化
を
早
い
段
階
で
掴
む
よ
う
心
掛

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

市町村紀行 小野町

2017年度 2018年度 2019年度

世帯数

人口

国保世帯数

国保加入割合

収納率（現年度分）

被保険者数

一人当たり医療費
（一般・退職の計）

調剤報酬一人当たり額
（一般・退職の計）

特定健診受診率

（世帯）

（人）

（世帯）

（％）

（％）

（人）

（円）

（円）

（％）

3,746 

10,279 

1,450 

23.86 

91.57 

56,738 

369,141 

50,127 

39.27 

3,772 

10,056 

1,390 

22.94 

95.14 

2,307 

402,362 

52,350 

41.72 

3,765 

9,824 

1,412 

23.57 

95.70 

2,315 

421,358 

56,978 

41.28 

（ 図1 ）マイナンバーカードの
リーフレット

（ 図2 ）独自ジェネリック医薬品通知書

市町村紀行 小野町

2017年度 2018年度 2019年度

世帯数

人口

国保世帯数

国保加入割合

収納率（現年度分）

被保険者数

一人当たり医療費
（一般・退職の計）

調剤報酬一人当たり額
（一般・退職の計）

特定健診受診率

（世帯）

（人）

（世帯）

（％）

（％）

（人）

（円）

（円）

（％）

3,746 

10,279 

1,450 

23.86 

91.57 

2,453 

369,141 

50,127 

39.27 

3,772 

10,056 

1,390 

22.94 

95.14 

2,307 

402,362 

52,350 

41.72 

3,765 

9,824 

1,412 

23.57 

95.70 

2,315 

421,358 

56,978 

41.28 

（ 図1 ）マイナンバーカードの
リーフレット

（ 図2 ）独自ジェネリック医薬品通知書

保
険
者
を
訪
ね
て

小
野
町　

小
野
町
は
阿
武
隈
山
系
の

中
部
、
田
村
郡
の
南
部
に
位

置
し
、
四
方
を
標
高
7
0
0

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
山
々
で

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
北
西
部
に
あ
る
東
堂

山
満
福
寺
は
小
野
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
い
わ
れ
、
古
く
か
ら

家
畜
繁
盛
・
守
護
の
ご
利
益

が
あ
る
と
し
て
広
く
信
仰
を

集
め
て
き
ま
し
た
。
境
内
の

奥
に
並
ぶ
羅
漢
像
は
、

1
9
8
5
年
か
ら
奉
安
さ

れ
、
永
六
輔
・
中
村
八
大
・

坂
本
九
の
「
六
八
九
羅

漢
」
、
小
野
町
名
誉
町
民
の

東
京
農
大
名
誉
教
授
小
泉
武

夫
先
生
や
作
詞
家
丘
灯
至
夫

先
生
の
羅
漢
様
等
、
5
0
0

体
以
上
の
様
々
な
表
情
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
こ

の
羅
漢
像
は
、
小
野
町
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

町民のつながりを
大切にし、ともに寄り
添うまちづくり

町民のつながりを
大切にし、ともに寄り
添うまちづくり

町民生活課・健康福祉課・税務課町民生活課・健康福祉課・税務課

左から 上段　吉田健人さん、二瓶正義さん、鈴木稔さん、折笠裕之さん、国分勝理さん
左から 下段　坪井聖愛さん、白土沙織さん、舘川祥子さん、山口愛さん、星美穂さん、成田ひとみさん

医
療
費
適
正
化
へ
の

地
道
な
取
り
組
み

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

住
民
意
識
の
醸
成
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後期高齢者の施設健診について話す
国分主事

高齢者向けのサービスに取り組む
地域おこし協力隊の山口さん

10
月
1
日
の
被
保
険
者
証
更
新
に
合
わ
せ
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
る
こ
と
を
周
知
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
同
封
し
ま
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て

　
小
野
町
で
は
、
医
療
費
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
こ
こ
数

年
、
県
内
で
10
位
台
（
59
市
町
村
の
う
ち
）

が
続
く
な
ど
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
2
0
2
9
年
度
の
保
険

料
統
一
に
向
け
て
も
医
療
費
水
準
を
抑
制
し

て
い
く
こ
と
が
急
務
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
等
を
担
当
す
る
町
民
生
活
課
の
鈴
木
課

長
、
折
笠
副
課
長
（
町
民
担
当
）
、
国
分
主

事
、
特
定
健
診
や
保
健
指
導
等
の
保
健
事
業

を
担
当
す
る
健
康
福
祉
課
の
成
田
主
任
主
査

兼
保
健
師
、
舘
川
管
理
栄
養
士
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
山
口
さ
ん
、
国
保
事
業
を
運
営

す
る
上
で
重
要
な
保
険
税
を
担
当
す
る
税
務

課
の
二
瓶
主
事
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
も
福
島
県
は
、
特
定
健
診
に
よ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
該
当
割
合
が

18
・
4
％
（
2
0
1
9
年
度
実
績
）
と
高
い

状
況
で
す
。
同
様
に
町
も
、
糖
尿
病
な
ど
生

活
習
慣
病
に
起
因
す
る
疾
病
が
医
療
費
の
高

額
な
部
分
を
占
め
て
お
り
、
医
療
費
適
正
化

に
向
け
メ
タ
ボ
予
防
が
１
番
の
近
道
と
捉
え

て
い
ま
す
。

　
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、
保
健
事
業
の
強

化
と
そ
れ
に
伴
う
専
門
職
の
確
保
が
必
要
で

あ
り
、
2
0
1
9
年
度
に
保
健
師
と
管
理
栄

養
士
を
１
名
ず
つ
、
さ
ら
に
今
年
度
は
保
健

師
を
１
名
採
用
し
ま
し
た
。
体
制
面
の
強
化

を
行
う
こ
と
で
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
保
健
指
導
の
充
実

を
図
り
、
医
療
費
適
正
化
を
目
指
す
考
え
で

す
。

　
こ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進
も
取
り
組
み
強
化
策
の
１
つ
で
す
。
町

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
は
人
口
約

9
8
0
0
人
（
う
ち
国
保
加
入
者
は
約

2
3
0
0
人
）
に
対
し
て
30
・
7
%

（
2
0
2
1
年
10
月
24
日
時
点
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
普
及
促
進
を
目
的
に

利
用
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
最
新
の
資
格
情

報
確
認
が
可
能
と
な
り
、
医
療
機
関
よ
り
正

し
い
保
険
者
に
請
求
が
行
わ
れ
る
た
め
、
医

療
費
適
正
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
、
過
誤
返

戻
に
か
か
る
事
務
軽
減
が
狙
い
で
す
。

　
さ
ら
に
見
直
し
策
と
し
て
、
今
年
度
よ
り

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
の
実
施

方
法
を
変
更
し
、
こ
れ
ま
で
の
毎
月
の
通
知

か
ら
3
カ
月
に
1
度
の
通
知
と
し
ま
し
た
。

理
由
は
、
費
用
対
効
果
と
3
カ
月
分
を
ま
と

め
て
通
知
す
る
こ
と
で
、
住
民
に
自
己
負
担

額
の
軽
減
を
よ
り
実
感
い
た
だ
く
た
め
で

す
。
（
図
2
）

　
鈴
木
課
長
は
「
医
療
費
適
正
化
は
、
急
務

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
朝
一
夕
に
い
か
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で

す
。
そ
れ
で
も
地
道
な
取
り
組
み
が
今
後
の

結
果
に
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
」

と
歩
み
を
止
め
な
い
決
意
を
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
体
制
面
の
強
化
に
よ
り
、
特
定
健
診
受
診

率
及
び
保
健
指
導
率
は
若
干
の
増
加
傾
向
で

し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
国
保
の
受
診

率
は
34
・
5
％
（
2
0
2
0
年
度
実
績
）
ま

で
落
ち
込
み
、
前
年
度
比
較
で
約
７
％
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
に
町
は
、
よ
り

多
く
の
住
民
が
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
7
月
に
集
団
健
診
の
実
施
、

2
0
1
8
年
度
か
ら
は
未
受
診
者
を
対
象
に

12
月
に
追
加
の
集
団
健
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
施
設
健
診
は
田
村
医
師
会
と
の

連
携
に
よ
り
、
田
村
市
、
三
春
町
、
小
野
町

の
医
療
機
関
で
1
月
末
ま
で
受
診
で
き
る
よ

う
一
定
期
間
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ハ
ガ
キ
に
よ
る
受
診
勧
奨
も
行
っ
て
お
り
、

未
受
診
者
に
は
最
大
で
４
回
の
通
知
を
行

い
、
受
診
を
促
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
働
き
盛
り
世
代
も
受
診
し
や
す

い
よ
う
、
今
年
度
は
24
時
間
い
つ
で
も
予
約

可
能
な
W
E
B
予
約
を
導
入
し
、
環
境
を
整

え
て
い
ま
す
。
成
田
主
任
主
査
は
「
住
民
か

ら
も
待
ち
時
間
が
少
な
く
、
以
前
よ
り
早
く

帰
れ
る
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
一
定
の
効

果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
健
診
当
日
の
様

子
や
住
民
と
の
会
話
か
ら
実
感
が
持
て
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
健
診
を
受
け
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
重
要
と
考

え
、
健
診
当
日
は
特
定
健
診
の
受
診
者
全
員

に
対
し
て
、
前
回
ま
で
の
結
果
を
確
認
し
て

生
活
習
慣
を
振
り
返
る
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
健
診
結
果
の
数
字
だ
け
で
内

容
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
住
民

向
け
健
診
結
果
説
明
会
を
開
催
し
、
健
康
状

態
に
つ
い
て
具
体
的
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

　
舘
川
管
理
栄
養
士
は
「
引
き
続
き
、
よ
り

多
く
の
住
民
の
方
に
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う

環
境
づ
く
り
の
徹
底
と
あ
わ
せ
て
、
健
康
に

関
す
る
意
識
付
け
へ
の
取
り
組
み
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
、
今
後
は

健
康
無
関
心
の
方
を
取
り
込
む
な
ど
、
さ
ら

な
る
意
識
の
醸
成
や
受
診
率
の
向
上
に
努
め

る
考
え
で
す
。

　
国
は
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
実
施
を
市
町
村
に
求
め
て
お

り
、
町
で
は
早
い
段
階
か
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

必
要
と
な
る
た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
研
修
会
に
参
加
し
、
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
な
ど
準
備
期
間
を
経
て
、
今

年
度
よ
り
事
業
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
住
民
の
健
康
状
態
の
把
握

や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
の
接
続
、
理
学
療
法

士
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防
や

健
康
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
健
康
状
態
の
把
握
の
た
め
、
後
期
高
齢

者
の
施
設
健
診
を
新
た
に
可
能
と
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
受
診
率
低
下
を
受
け
て
、
集
団

健
診
の
み
で
は
機
会
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
後
期
高
齢
者
の
選
択
肢
を
広
げ
る
べ

く
追
加
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。
施
設
健
診
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
保
同
様
、
田
村

市
、
三
春
町
、
小
野
町
の
医
療
機
関
で
受
診

可
能
で
す
。

　
担
当
す
る
国
分
主
事
は
「
健
康
状
態
の
不

明
な
方
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
ま
ず
は

健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の

が
１
番
の
願
い
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

　
初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
事
業
を
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
、
加
え
て
既
存
事
業
と
紐

づ
け
を
行
う
な
ど
、
着
実
に
事
業
展
開
し
て

い
き
ま
す
。
折
笠
副
課
長
は
、
「
国
保
や
後

期
と
い
っ
た
制
度
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
住

民
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
の
で
、
住
民

の
た
め
の
取
り
組
み
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て

い
き
ま
す
」
と
今
後
に
向
け
た
意
気
込
み
を

語
り
ま
す
。

　
町
は
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
と
地
域
活
力

の
維
持
・
向
上
、
新
た
な
産
業
の
創
出
も
課

題
と
し
て
お
り
、
新
た
な
視
点
か
ら
地
域
活

性
化
に
協
力
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
1
人
の
山
口
さ

ん
、
以
前
は
静
岡
県
浜
松
市
の
病
院
や
デ
イ

ケ
ア
で
理
学
療
法
士
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

よ
り
住
民
に
近
い
形
で
知
識
や
経
験
を
活
か

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
、
住
民
の
健
康
増
進
に
向
け
た
一
翼

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
業
務
は
、
地
域
ご
と
に
開
催
す
る
サ

ロ
ン
活
動
を
中
心
に
住
民
と
健
康
体
操
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
日
の
サ
ロ
ン
活
動

で
は
、
地
域
の
特
性
上
、
農
作
業
や
畑
作
業

を
し
て
い
る
方
が
多
く
、
特
に
肩
回
り
の
筋

肉
が
硬
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
肩

の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
1
時
間
半
程
度
の

体
操
を
行
い
ま
し
た
。
（ 

図
3 

）

　
山
口
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
個
々
に
身
体
の
悩

み
が
あ
る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
に
話
を
伺

い
、
そ
の
方
に
適
し
た
個
別
運
動
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
ま
す
」
と
体
の
状
況
に
合
わ

せ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

　
さ
ら
に
2
0
2
0
年
9
月
よ
り
、
ス
マ
ホ

決
済
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
さ
ら
な
る
収
納
率

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
住

民
生
活
の
変
化
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が

拡
大
傾
向
に
あ
り
、
時
間
や
場
所
に
関
係
な

く
納
付
で
き
る
手
段
と
し
て
必
要
と
判
断
し

た
た
め
で
す
。
既
に
収
納
実
績
も
あ
り
、
こ

れ
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

観
点
か
ら
も
導
入
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
っ

た
と
捉
え
て
い
ま
す
。
目
的
達
成
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
住
民
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た

業
務
展
開
が
見
え
ま
し
た
。

　
取
材
を
通
し
て
、
住
民
を
思
い
、
前
向
き

に
取
り
組
む
姿
勢
や
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
一
方
通
行
で
は
な
く
、
生
活
様
式
の
変
化

や
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
住
民
と
と
も
に
一

体
的
な
町
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
る

小
野
町
。
地
道
で
ひ
た
む
き
な
取
り
組
み
の
成

果
に
注
目
し
て
い
き
た
い
で
す
。

れ
ま
で
福
島
県
と
の
関
わ
り
は
な
か
っ
た
山

口
さ
ん
で
す
が
、
住
民
の
方
は
優
し
く
受
け

入
れ
て
く
れ
、
心
の
温
か
さ
に
感
動
し
た
そ

う
で
す
。
体
操
教
室
を
通
じ
て
、
住
民
に
取

り
組
み
が
広
が
り
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

も
増
え
て
い
く
の
で
、
今
後
も
そ
の
き
っ
か

け
づ
く
り
を
し
た
い
と
目
を
輝
か
せ
て
い
た

こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
各
種
事
業
の
話
を
伺
っ
て
き
ま

し
た
が
、
事
業
運
営
に
欠
か
せ
な
い
財
源
の

１
つ
が
国
保
税
で
す
。
収
納
率
は
、
96
・

09
％
（
2
0
2
0
年
度
実
績
）
と
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
内
訳
に
目
を
向
け
る

と
、
窓
口
収
納
等
を
含
む
自
主
納
付
の
割
合

が
半
数
以
上
を
占
め
、
住
民
の
納
税
に
関
す

る
意
識
の
高
さ
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　
理
由
を
伺
う
と
、
「
窓
口
の
き
め
細
や
か

な
納
税
交
渉
、
丁
寧
な
説
明
が
結
果
的
に
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
」
と
実
際
に
窓
口
業
務
を
行
う
二
瓶
主

事
は
言
い
ま
す
。
納
税
交
渉
は
、
滞
納
が
高

額
に
な
る
前
に
電
話
や
臨
戸
訪
問
、
窓
口
で

納
税
相
談
を
定
期
的
に
行
い
、
住
民
の
生
活

状
況
の
変
化
を
早
い
段
階
で
掴
む
よ
う
心
掛

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

特定健診の受診率向上について話す
成田主任主査

健康づくりへの意識について話す
舘川管理栄養士

住民のための取り組みについて話す折笠副課長

収納業務について話す二瓶主事

市町村紀行 福島市

（ 図3 ）高齢者サロンの様子

市町村紀行 小野町

（ 図3 ）高齢者サロンの様子

香ばしく焼いたバンズに冷たいアイスを挟んだおやつです。
小野町では３０年以上前から親しまれるソウルフード。町内
３店舗でオリジナルの味が楽しめます。

おのまち小町アイスバーガー

リカちゃん
キャッスル

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を

住
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

納
税
意
識
の
向
上
、

新
た
な
取
り
組
み

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
実
施
と
住
民
へ
の
思
い

素敵なお城の中は、歴代
のリカちゃんを紹介する
ミュージアムのほか、日
本で唯一リカちゃんの製
造工程が見学できるファ
クトリーが併設されてい
ます。またここでしか購入できないリカちゃんの販売、リカちゃんとお
そろいになれるドレスの無料レンタル、リカちゃんをお気に入りのドレ
スなどでコーディネートできるお人形教室など、リカちゃんの世界を
見て、感じて、体験できるテーマパークです。
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月
19
日（
金
） 

東
京
都
千
代
田
区「
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
」
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永年の功績をたたえて

国民健康保険関係功績者厚生労働大臣表彰（順不同・敬称略）

国民健康保険中央会表彰（順不同・敬称略）

福 島 県 国 民 健 康 保 険 団 体連 合 会

本 宮 市 国 民 健 康 保 険 白岩 診 療 所

小野町国民健康保険事業の運営に関する協議会

浅川町保健センター

立憲民主党議員への陳情。
石森玉川村長（写真右から2番目）

小熊慎司議員への陳情。
江田浅川町長（写真左）、岡部古殿町長（写真右）

佐藤正久議員への陳情。
塩田石川町長（写真右）

次
期
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
更
改
及
び

運
用
経
費
へ
の
財
政
措
置
を
含
む

11
項
目
の
決
議
を
満
場
一
致
で
採
択

主催者を代表して挨拶する
岡﨑会長

主幹兼保健センター及び
地域包括支援センター所長 八 代 綾 子

　厚生労働省は10月14日、「令和３年度国民健康保険関係功績者厚生労働大臣表彰式」の被

表彰者を決定し、本県からは２名が受賞しました。また、国民健康保険中央会は８月13日の理

事会で、令和３年度国民健康保険中央会表彰被表彰者を決定し、本県からは18名が受賞しま

した。受賞された皆様には心からお慶び申し上げるとともに、今後益々のご活躍をお祈り申し上

げます。

福島県国民健康保険
診療報酬審査委員会 

委 員

緑 川 重 夫

川俣町国民健康保険
運営協議会 

委 員

吉 田  登 久 子

公 立 藤 田 総合 病 院福 島 県 国 民 健 康 保 険
診 療 報 酬 審 査 委 員 会

主 任 看 護 師
薬 剤 師
看 護 師
看 護 師
主 査

救 急 部 長 兼
脳神経外科部長

臨床工学技士長

松 浦 ま ゆ み
蓬 田 隆 治
菅 野 亜 矢
石 川 信 子
髙 橋  闘 志 也

平 敏

佐 藤 貴 也
委 員
委 員
委 員
委 員

猪 狩 次 雄
渡 邉 栄 一
佐 久 間  文 隆
鈴 木 弘 行

所 長 木 城 敬 志

保険者支援課長
保健事業課長補佐
業務審査課主任主査兼
過 誤 調 整 係 長
業務審査課業務第１係長

後 藤 一 成
浜 田 秀 樹
伊 達 　 史
佐 々 木 俊 幸

委 員 石 塚 尋 朗

　
国
民
健
康
保
険
中
央
会
、都
道
府
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
な
ど
国
保
関
係
９
団
体
は
、国

保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。大
会

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
措
置
の

た
め
、昨
年
同
様
、規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
全
国

か
ら
市
町
村
長
、都
道
府
県
関
係
者
が
参
集
し
、平

井
伸
治
鳥
取
県
知
事（
代
読
：
全
国
知
事
会 

古
尾
谷

光
男
事
務
総
長
）の
開
会
の
辞
を
も
っ
て
幕
を
開

け
た
。

　
次
に
、国
保
中
央
会
の
岡
﨑
誠
也
会
長
が
主
催

者
挨
拶
を
行
い
、山
梨
県
韮
崎
市
の
内
藤
久
夫
市

長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
た
。

　
議
事
に
入
り
、岐
阜
県
輪
之
内
町
の
木
野
隆
之

町
長
が
、国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費

投
入
の
充
実
や
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
続
く
中
で
国
保
制
度
の
運
営
の
安
定
と

医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど

項
目
の

決
議
文
を
読
み
上
げ
る
と
、大
会
の
総
意
と
し
て

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、新
潟
県
湯
沢
町
議
会
の
南
雲
正
議
長

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、大
会
は
盛
況
の
う
ち
に
閉

幕
し
た
。

　
そ
の
後
、玉
川
村
の
石
森
春
男
村
長
が
本
県
代

表
と
し
て
、立
憲
民
主
党
議
員
に
対
す
る
陳
情
活

動
を
展
開
し
た
。ま
た
、古
殿
町
の
岡
部
光
徳
町

長
、浅
川
町
の
江
田
文
男
町
長
、石
川
町
の
塩
田
金

次
郎
町
長
が
本
県
選
出
の
衆
参
議
員
の
事
務
所
を

訪
れ
、大
会
決
議
事
項
の
早
期
実
現
を
訴
え
た
。

一
、医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
保
を
確
実
に

 

　
実
施
す
る
と
と
も
に
、保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用

 

　
さ
れ
る
よ
う
、適
切
な
評
価
と
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

一
、普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
に
お
け
る
所
得
調
整
機
能
は
、 

　 

今
後
も
堅
持
し
、見
直
し
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
中
で
、国
保
制
度

 

　
の
運
営
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、医
療
・
保
健
・
介
護
の
人
材
及
び

 

　
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、地
方
自
治
体

 

　
及
び
国
保
連
合
会
に
対
し
て
十
分
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、後
期
高
齢
者
の
２
割
負
担
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、制
度
改
正
の

 

　
目
的
や
内
容
に
つ
い
て
丁
寧
な
周
知
を
行
う
こ
と
。

一
、子
ど
も
の
医
療
費
助
成
等
の
地
方
単
独
事
業
に
係
る
国
庫
負
担

 

　
減
額
調
整
措
置
の
全
廃
及
び
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料（
税
）

 

　
の
軽
減
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

一
、生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論
に
つ
い
て
は
、

 

　
見
直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

一
、国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
次
期
更
改
や
運
用
に
当
た
っ
て
は
、市
町
村
等

 

　
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、国
の
責
任
に
お
い
て

 

　
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、国
民
の
健
康
保
持
・
増
進
に
向
け
て
、Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る

 

　
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、シ
ス
テ
ム
更
改
等
に
係
る
財
政
措
置
を

 

　
講
じ
る
こ
と
。

一
、オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

 

　
改
革
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、国
の
責
任
に
お
い
て
財
政
支
援
を

 

　
は
じ
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

大会決議
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お
酢
を
使
っ
て
塩
分
控
え
め
。

野
菜
も
た
く
さ
ん
摂
れ
る
メ
ニ
ュ
ー

身
体
を
温
め
る
冬
野
菜

旬の食材 を使った献立冬野菜

エネルギー（1人分）295kcal
●たんぱく質 36.0g　●脂質12.9g　●塩分2.9gたっぷり冬野菜のよだれ鶏メインの

おかず

材料（2人分）

300g
1/8個
1本

1/2袋
適量

大さじ1
大さじ1
小さじ2
小さじ2
大さじ1
小さじ1
小さじ1

小さじ1/2（あれば）

白菜は1㎝幅、水菜
は3㎝長さに切る。
長ねぎはみじん切り
にする。小口ねぎは
刻んでおく。

白菜は耐熱皿にの
せてラップをし、
600Wのレンジで3
分加熱する。

ボウルにしょうゆ、
酢、砂糖、ラー油、ご
ま油、おろししょうが、
おろしにんにく、お好
みで山椒を入れ、混
ぜ合わせたら長ねぎ
を加え混ぜておく。

皿に白菜、水菜を敷
き、5㎜幅に切った
鶏肉を盛り付け、上
から③のタレと小口
ねぎをかけて完成。

【材料（2杯分）】
レモン…2個　はちみつ…大さじ4　砂糖…小さじ2
湯…300ml

【作り方】
レモンは1個は薄切り、1個は搾っておく。耐熱グラスにレモン、はちみつ、砂糖を入れ、熱湯を入れよく混ぜる。

飲物 ビタミンC補給で風邪予防
ホットレモネード

【材料（2人分）】
しょうが…1片　大根…2㎝　人参…2㎝　ごぼう…5㎝
白菜…1枚　玉ねぎ…1/8個　ベーコン…1枚
オリーブオイル…小さじ1　雑穀米…大さじ1
固形スープの素…1個　塩・こしょう…少々　水…300ml

【作り方】
しょうがはせん切りにし、野菜は食べやすく切り、ベーコンは5㎜幅に切る。鍋にオリーブオイルをひき、ベーコ
ン、野菜を炒める。香りが出てきたら水、雑穀米、固形スープの素を入れ、野菜が柔らかくなるまで煮る。塩・こ
しょうで味を調える。

汁物一緒につくろう！
家 族 仲 間や と

エネルギー（1人分）105kcal
●たんぱく質 2.0g　●脂質7.25g　●塩分2.6g

エネルギー（1人分）73.5kcal
●たんぱく質0.25g　●脂質0g　●塩分0g 

レモネードは、レモン果汁とはち
みつ、砂糖を混ぜるだけの簡単
レシピです。また、1個まるごと
ラップをせずに、600Wの電子レ
ンジで30秒ほど加熱すると、力
を入れなくても、果汁が出やすく
なります。

② ③

⑤

鶏むね肉はフォーク
で数カ所穴をあけ
てボウルに入れ、
酒、砂糖の半量を加
えなじませる。

鶏肉を耐熱皿にのせて
ラップをし、500Wのレン
ジで2分加熱。裏返して3
分さらに加熱する。取り
出して粗熱を取る。（串を
刺して血が混ざっている
場合はさらに加熱する）

①

④ ⑥

かんたん！

鶏むね肉
白菜
長ねぎ
水菜
小口ねぎ
酒
酢
砂糖
ラー油
ごま油
おろししょうが
おろしにんにく
山椒

薬剤師。一般社団法人福島県薬剤師会
常務理事。奥羽大学非常勤講師、日本
調理師技術専門学校非常勤講師。仙台
市の大学を卒業後、地元三春町の地域
のかかりつけ薬局として、病院と連携し
ながら在宅医療に積極的に取り組む。
2017年4月、食を通じて健康づくりを支
援する「カフェー・ブリキイヌ」を三春町
にオープン。薬剤師の専門知識を生かし
ながら健康に配慮した食事を提供する
ほか、県内各地で食育・健康セミナーを
多数開催。夢は「福島を日本一元気で
健康な町にすること」。

濱田 雅博

腎を鍛える温かいご飯で、気力回復！

はまだ　まさひろ

　寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最

近
は
、
食
育
セ
ミ
ナ
ー
等
の
依
頼
も
頂
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
と
同
じ
く

「
身
体
づ
く
り
は
食
事
か
ら
」
に
つ
い
て

お
話
し
て
い
ま
す
。

　

　冬
は
「
も
う
こ
ん
な
時
間
」
と
、
仕
事

も
生
活
も
せ
わ
し
い
の
に
、
疲
れ
が
と
れ

ず
、
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
事
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
気
合
が

足
り
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
冬
は
春
に
備

え
、
蓄
え
る
季
節
だ
か
ら
で
す
。
人
体
は

内
臓
を
養
い
、
よ
く
眠
り
、
気
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
を
た
め
込
も
う
と
し
ま
す
。
い
つ

も
よ
り
力
が
出
な
い
、
気
力
が
無
い
と
感

じ
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。

　し
か
し
、
我
々
は
季
節
と
自
分
の
体
を

理
解
し
な
が
ら
、
生
活
を
工
夫
す
る
事
が

で
き
ま
す
。
そ
の
方
法
の
一
つ
が
食
事
で

す
。
冬
は
寒
さ
の
邪
気
「
寒
邪
」
が
悪
さ

を
し
、
腎
や
膀
胱
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

東
洋
医
学
で
の
「
腎
」
と
は
、成
長
、発
育
、

生
殖
な
ど
生
命
力
の
源
で
す
。「
腎
」
が
衰

え
る
と
、
ト
イ
レ
が
近
く
な
っ
た
り
、
体

内
の
水
や
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
っ
た
り
、

気
力
が
わ
か
な
い
等
、
の
身
体
に
影
響

が
起
き
ま
す
。
こ
ん
な
時
は
、
お
鍋
や

具
だ
く
さ
ん
の
汁
物
で
体
を
内
側
か
ら

温
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　冬
の
野
菜
や
色
が
濃
い
物
は
体
を
温

め
る
「
陽
」
性
の
食
品
で
す
。
人
参
、

ご
ぼ
う
、
玉
ね
ぎ
、
し
ょ
う
が
等
が
そ

う
で
す
。
逆
に
体
を
冷
や
す
「
陰
」
性

食
品
は
、
白
菜
や
ね
ぎ
、
ほ
う
れ
ん
草

等
で
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
ま
す
。

陰
性
の
物
を
冬
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
煮

る
、
焼
く
、
揚
げ
る
な
ど
の
調
理
や
、

陽
性
の
味
噌
や
醤
油
、
こ
し
ょ
う
等
を

使
う
事
で
陰
性
を
中
和
で
き
ま
す
。

　鶏
肉
は
薬
膳
に
も
度
々
登
場
す
る
陽

性
食
品
で
す
。
漢
方
で
は
、
お
な
か
を

温
め
、
気
を
補
う
と
さ
れ
、
消
化
も
良

く
、
産
後
や
病
後
の
栄
養
補
給
に
重
宝

さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
に
お
鍋
や
汁
物

が
食
べ
た
い
と
感
じ
る
の
は
、
自
然
の
中

を
生
き
抜
い
て
き
た
知
恵
が
我
々
の

D
N
A
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

冬野菜と雑穀米の食べるスープ
雑穀米の満足感!身体もぽかぽか

か
ん
じ
ゃ

レモンを搾って
混ぜるだけ
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「電子版お薬手帳」
のメリット
とデメリット

Doctor's
Profile

一般社団法人福島県薬剤師会
常務理事

直箟 晋一
Suguno Shinichi

1819

　
今
で
は
、
非
常
用
持
出
袋
の
持
参
品

の
リ
ス
ト
の
中
に
も
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
る
ま
で
に
認
知
度
が
高
く
な
り
ま
し

た
「
お
薬
手
帳
」
で
す
が
、
東
日
本
大

震
災
前
ま
で
は
な
か
な
か
普
及
が
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
お
薬
手
帳
」
が
現
在
の
よ
う
な
知
名

度
に
な
っ
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の

お
薬
手
帳
の
役
割
・
機
能
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
災
時
、
避
難
さ
れ

た
方
々
は
ご
自
身
が
服
用
中
の
薬
を
持
た

ず
に
避
難
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
避

難
所
の
医
師
や
薬
剤
師
は
、
「
病
名
」
や

「
薬
品
名
の
一
部
」
や
「
錠
剤
や
包
装
の

色
」
等
を
頼
り
に
聞
き
取
り
を
重
ね
、
何

と
か
医
薬
品
を
特
定
し
て
お
渡
し
し
て
い

ま
し
た
。
一
方
で
「
お
薬
手
帳
」
を
持
っ

て
い
た
方
は
、
難
な
く
薬
剤
を
特
定
で
き

お
渡
し
す
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
も
い
つ

も
の
薬
を
安
心
し
て
服
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
紙
の
お
薬
手
帳
以
外
に
も

常
日
頃
携
帯
さ
れ
て
い
る
「
携
帯
電
話
」

や
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
等
で
お
薬
を
管

理
で
き
る
ア
プ
リ
（
電
子
版
お
薬
手
帳
）

が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
「
電
子
版
お
薬
手
帳
」

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　　
右
ペ
ー
ジ
の
表
1
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
し
ま
す
。

「
携
帯
性
」

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
普
段

か
ら
持
ち
歩
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
紙
の

お
薬
手
帳
以
上
に
携
帯
性
は
抜
群
で
す
。

「
電
源
」

　
非
常
時
に
お
け
る
電
源
供
給
体
制
を
心

配
さ
れ
る
ご
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近

の
避
難
所
で
は
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
充
電
設
備
を
設
置
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
く
あ
り
、
電
源
供
給
体
制
の
心

配
は
以
前
よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
も
の
と

思
い
ま
す
。

「
薬
剤
確
認
」

　
紙
の
お
薬
手
帳
は
、
特
に
抵
抗
な
く
医

療
関
係
者
に
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

ご
自
身
の
個
人
情
報
が
多
く
保
存
さ
れ
て

い
る
携
帯
電
話
等
を
医
療
関
係
者
に
見
せ

る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
電
子
版
お
薬
手
帳
の
ア
プ

リ
の
中
に
は
、
薬
局
の
パ
ソ
コ
ン
と
連
動

す
る
も
の
や
、
閲
覧
す
る
方
法
と
し
て
、

一
緒
に
閲
覧
す
れ
ば
そ
の
心
配
も
解
消
で

き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
重
複
投
与
チ
ェ
ッ
ク
」

　
こ
れ
ま
で
の
紙
の
お
薬
手
帳
同
様
に
重

複
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ア
プ
リ
の
互
換
作
用
」

　
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
統
一
規
格
を
示

し
て
お
り
、
現
在
是
正
さ
れ
て
い
る
最
中

で
す
が
、
時
間
の
問
題
で
可
能
と
思
わ
れ

ま
す
。

「
詳
し
い
デ
ー
タ
」

　
紙
の
お
薬
手
帳
の
場
合
、
書
籍
や
ネ
ッ

ト
等
で
調
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
電

子
版
お
薬
手
帳
の
場
合
、
薬
品
名
等
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
詳
し
い
デ
ー
タ
の
表
示
や

副
作
用
が
つ
ぶ
さ
に
表
示
さ
れ
、
必
要
な

と
き
に
自
由
に
、
簡
単
に
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

「
デ
ー
タ
の
入
力
」

　
電
子
版
お
薬
手
帳
の
場
合
は
、
ご
自
身

で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
若
干
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

「
検
査
デ
ー
タ
」

　
紙
の
お
薬
手
帳
の
場
合
は
、
別
の
手
帳

に
書
き
写
し
て
頂
く
方
が
良
い
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
を
時
系

列
的
に
管
理
し
、
簡
易
な
方
法
で
閲
覧
す

る
に
は
電
子
版
お
薬
手
帳
の
方
が
管
理
し

や
す
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
電
子
版
お
薬
手
帳
の
普
及
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
「
意
識
が
無
い
場
合
や
朦
朧

と
し
て
い
る
場
合
に
携
帯
電
話
等
の
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
解
除
で
き
な
い
た
め
、
必

要
な
情
報
が
閲
覧
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
心
配
の
声
を
聴
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
紙
の
お
薬
手
帳
を
普
段
か
ら

持
ち
歩
い
て
い
な
け
れ
ば
同
じ
こ
と
が
言

え
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
、
お
財
布
の
中
に
服
用
し

て
い
る
薬
剤
リ
ス
ト
を
入
れ
た
り
す
る
の

も
一
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
般
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

と
し
て
の
利
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、
地

域
医
療
を
「
病
院
完
結
型
」
か
ら
、
地
域
全

体
で
支
え
る
「
地
域
完
結
型
」
へ
変
改
し
て

い
く
た
め
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
服
薬
情
報
を
一
元
的
・
継
続
的
に
把
握

し
、
患
者
さ
ん
自
ら
も
そ
の
服
薬
情
報
を
閲

覧
で
き
る
「
電
子
版
お
薬
手
帳
」
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
い
、
将
来
、
多

く
の
県
民
が
利
用
す
る
健
康
管
理
ツ
ー
ル
に

な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
福
島
県
で
は
地
域
医
療
基
盤
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
キ
ビ
タ
ン
健
康
ネ
ッ
ト
」
を
活

用
し
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
キ
ビ
タ
ン
健
康
ネ
ッ
ト
」
と
「
電
子
版

お
薬
手
帳
」
が
連
携
し
、
県
民
の
医
療
情
報

が
一
元
的
に
管
理
さ
れ
、
緊
急
時
な
ど
必
要

な
時
に
患
者
さ
ん
の
診
療
に
役
立
て
て
い
く

仕
組
み
が
構
築
さ
れ
る
な
ど
、
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
便
性
が
さ
ら
に
向
上
し
、
「
電
子
版
お

薬
手
帳
」
を
初
め
と
し
た
様
々
な
便
利
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
が
県
民
の
皆
様
の
健
康
保
持
・
増

進
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
一
助
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

「
お
薬
手
帳
」を
ご
存
知
で
す
か
？

「
お
薬
手
帳
」を
ご
存
知
で
す
か
？

「
紙
の
お
薬
手
帳
」と

「
電
子
版
お
薬
手
帳
」の
違
い

「
紙
の
お
薬
手
帳
」と

「
電
子
版
お
薬
手
帳
」の
違
い

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
期
待

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
期
待

電子版お薬手帳従来の紙のお薬手帳
携帯性

電源

薬剤確認

詳しいデータ

データの入力

検査データ

閲覧

重複投与
チェック

アプリの
互換作用

便利

充電が必要

電子データで簡単に確認できる

一部のアプリで相互のデータの
やり取りが出来ない

服用薬の詳しいデータを閲覧できる

QRコードやデータ転送など
（手作業もできる。医療機関で対応も可能）

付加機能（血圧・血糖手帳などの
数値が記載等できる）がある

パスワードが掛かっており、
本人でないと開けない

医療機関の職員に携帯を
渡す必要があり、プライバシーの
問題で渡したがらない

自宅に有る事が多い

必要ない

目視確認

1冊あれば全ての医療機関で対応

他の方法で閲覧する

医療機関にお任せ

各種手帳がある。必要に応じて
お薬手帳に記載しても問題なし

誰でも見られる

渡しても薬のデータのみ

「紙のお薬手帳」と「電子版お薬手帳」の違い表 1



カラダ
チェック

まずは
椅子の座り立ちは日常生活の基本動作ですが、下半身の筋
力が衰えることで徐々にできなくなっていきます。両脚で
の座り立ちは簡単にできる方が多いと思いますが、片脚で
はどうでしょうか。意外とできなかったり、できてもきつ
く感じたりしませんか。実は日常生活の6割以上は歩行や
階段昇降など、片脚ずつの動きで構成されていますので、
片脚でも体重を支えられる筋力を維持することが大切で
す。カラダチェックで自身の筋力を確認し、紹介する運動
で下半身の筋力を維持向上しましょう。

椅子の座り立ちスムーズにできますか？

田島 聖也 （たしま まさや）

一般社団法人ふくしまスポーツ
プロモーション健康運動指導
士。伊達市を中心とした自治体
主催の健康増進事業や介護予
防事業などで教室運営や運動
指導に従事。学会発表や論文執
筆など学術的活動にも取り組
み、科学的根拠に基づきながら
も楽しく続けられる運動指導を
モットーに活動中。

膝を深く曲げる
と痛い時は足を
降ろして後方に
引いて伸ばしま
しょう。

下半身の筋力をチェック！足腰強化で転倒を予防しよう！

まずは

STEP.1 ストレッチ太もも前側・付け根のストレッチ

ココがポイント！
椅子に半分座り、
片脚の膝を曲げ
足首付近を
掴みます。

1
胸を張ると同時に
脚を後方に引き、
太ももの前側と
付け根部分を
伸ばします。
(20秒～30秒）

反対側も同様に
行います。

2

やる気を引き出す
「最初は楽々でOK！徐々に増やせるかが成長のカギ！ 」

今回紹介した運動は少ない回数であれば、さほどきつくない運動だ
と思います。まずは、正しい姿勢で行うことを覚えるためにもそれで
OKです。本当の勝負はその後、回数などを増やしていけるかどう
か。増やせば当然きつくなりますが、その先に健康が待っています！

真っ直ぐ立ち、
みぞおちくらいの
高さに手を
置きます。

1

肩幅に
脚を開いて立ち、
両肘を曲げて
胸の前で
腕を構えます。

1

腰を落として、
両肘で両膝を
タッチし、
膝腰を伸ばして
戻ります。

2

素早く
繰り返しましょう。
10回程度から
始めて慣れて
きたら回数を
増やしましょう。

3

膝で手にタッチ
するように太ももを
引き上げます。

2交互に
繰り返しましょう。
20回程度から始めて、慣れて
きたら回数を増やしましょう。

3

ココがポイント！

ココがポイント！
腰ばかり曲げず、膝もしっかり曲げてタッチ
するようにしましょう。起き上がるときに勢い
よく腰を伸ばさないように注意しましょう。

手を動かしたり、腰を曲げ
たりせずに行いましょう。
余裕がある
人は素早く
行うのも良
いです！

チャレンジ！
STEP.2 筋力アップ 腿上げキープ

さらに
STEP.3 肘膝タッチスクワット筋力アップ

不安な人は
手の位置を
腰の高さに
しましょう。

倒れないように
椅子をしっかり
掴みま
しょう。

やってみよう！

椅子座り立ちテスト

声掛けのポイント

両脚で立ち、
両脚で座れる

片脚で立ちあがり、
片脚で座れる

レベル3までクリアできるように筋力アップを目指しましょう！

片脚で
立ちあがれる

上半身は前傾を
維持します

※テストは安定した椅子を使用し、転倒などに十分に気を付けて行ってください。

レベル１

レベル2 レベル3

膝が曲がってない

背
筋
を
伸
ば
す

2021



DATA
LAND
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福島県内各地の国保担当者を毎号紹介する
コーナー。日々の仕事や将来の夢、プライベー
トなど、国保に携わる皆さんの思いをつない
でいきます。

国 保 で つ な が る

リレートーク

（万点）

0

5
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2021年8月
（7月診療分）

2021年9月
（8月診療分）

2021年10月
（9月診療分）

 住民税務課　賦課徴収係
（３年9ヵ月）

玉川村 役場

おおの　 まさひろ

大野 正博さん
担当業務

国民健康保険税

「高額療養費申請書の内容を簡素化し領収書の添付を
  省略することで、負担の軽減を図りました。」

「新たな国保税滞納者の発生抑止に向けた
  取り組みを積極的に進めております。」

国保・後期高齢者分レセプト審査状況

最高点数レセプト

● 2021年8月審査分（7月診療分）

● 2021年9月審査分（8月診療分）

● 2021年10月審査分（9月診療分）

審査受付件数
審査専門部会分件数

特別審査分件数

1,309,744 
413 
44 

1,228,182 
407 
60 

1,293,384 
365 

47 

1,171,531 
388 
56 

1,165,410 
328 
40 

1,297,567 
374 
51 

1,276,344 
384 

21 

1,200,317 
389 
33 

1,265,522 
354 

41 

1,256,014 
349 
38 

1,234,573 
349 
46 

1,253,300 
379 
36 

審査月 4月3月2月 7月6月5月 8月 9月 10月2020年11月 12月 2021年1月

※1 審査受付件数は、国保・退職・後期分の医科・歯科・調剤レセプトを対象。

※4 ※2～3共に返戻分・調剤分のレセプトを除く。
※2 審査専門部会分件数：20万点以上38万点未満のレセプト。

※3 特別審査分件数：38万点以上のレセプト（医科分のうち心・脈管に係る一部手術の
　　レセプトは70万点以上、歯科分のレセプトは20万点以上）。

審査受付件数は、今年度に入り120万件超え
が続いている。

10月審査分（請求点）の国保医科で
100万点超えのレセプト発生。

審査受付件数 審査専門部会分件数

（件）審査月

（万件）
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保健福祉課　保健係
（1年9ヵ月）

只見町 役場

わたなべ　 りこ

渡部 莉子さん
担当業務

国民健康保険及び
後期高齢者医療に

関すること

❶現在力を入れている事業について
　高額療養費申請手続きの簡素化です。只見町では、申請者の約8割を70歳から74歳の方が占めてお

り、遠方の病院へ通院・入院されている方が多いため、申請書の内容を簡素化し領収書の添付を
　省略することで、負担の軽減を図りました。
❷座右の銘
　「よく食べ、よく笑う」です。私は食べることが好きで、落ち込んだ時でもおいしいものを食
　べると自然と笑顔になることができ、元気になれるのでこの言葉を座右の銘にしています。
❸今後の目標
　国保制度についての知識と理解を深め、町民の方の問い合わせに対し、
　的確で分かりやすい対応が出来るよう努めていきたいです。
❹私のまちPR
　只見町は、ユネスコエコパークにも登録された豊かな自然に恵まれ、

春夏は緑、秋は紅葉、冬は豪雪地帯ならではの雪景色と、季節によっ
て移り変わる自然を身近に肌で感じることができます。また、今年で
開通50周年を迎えた只見線はどこか懐かしいレトロな雰囲気で、そ
れらの景色をより近くでゆったりと楽しむことができますので、ぜひ
只見線に乗って只見町へお越しください。

只見線

森の駅Yodge

国　　保
後期高齢者医療

国　　保
後期高齢者医療

（万点）
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2021年8月
（7月診療分）

2021年9月
（8月診療分）

2021年10月
（9月診療分）

国　　保
後期高齢者医療

747,815
855,877

外
入

1
27

血友病A
上行胸部大動脈瘤

974,393
924,936

外
入

2
28

HIV感染症
解離性大動脈瘤StanfordA

1,104,239
806,092

外
入

● 2021年9月審査分（8月診療分）

● 2021年10月審査分（9月診療分）

国　　保
後期高齢者医療

国　　保
後期高齢者医療

入
入

1
22

両足関節症
胸部大動脈瘤破裂

医科  請求点数

● 2021年8月審査分（7月診療分）

国　保
後期高齢者医療

国　保
後期高齢者医療

130,001
122,971

入
入

18
22

右側口蓋癌
下顎歯肉癌

142,233
116,166

入
入

21
31

顎変形症
右側頬粘膜癌

103,412
125,462

16
25

左上顎歯肉癌
左下顎歯性顎炎

歯科  請求点数

医　　科 入外 日数 傷　病　名請求点数 歯　　科 入外 日数 傷　病　名請求点数
国　　保

後期高齢者医療

❶現在力を入れている事業について
　国保税の収納率向上。特に、今年度は督促状送付後、電話催告や臨戸訪問を
　早期に実施するなど、新たな滞納者の発生抑止に向けた取り組みを積極的に進めております。
❷座右の銘
　「実るほど頭を垂れる稲穂かな」高校卒業の際に部活動の先生からいただいた言葉ですが、役職も上がり、職

場の後輩も多くなってきたので、これからも他人に対して謙虚にいられるよう生活していきたいと思います。
　❸今後の目標  
　　国保税の前年度以上の収納率を目指します。
　❹私のまちPR
　　令和３年７月、旧小学校校舎をリノベーションした、たまかわ観

光交流施設「森の駅yodge」がオープンし、施設内への宿泊だけ
でなく、トレーラーハウスへの宿泊も可能で、他にもキャンプやテ
ントサウナなどのアウトドア体験ができます。また、日本の滝100
選にも選ばれている乙字ヶ滝を中心に、オープンカフェでの飲食
やカヌー体験ができるよう計画も進められていますので、ぜひ玉
川村に足を運んでみてください。
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１人当たり費用額

0 10 20 30 40 50 60 70

（千円）

いわき

相 双

会 津・
南会津

県 南

県 中

県 北

受診率
（％）

0 50 100 150 200

いわき

相 双

会 津・
南会津

県 南

県 中

県 北

１日当たり費用額

0 5 10 15 20

（千円）

いわき

相 双

会 津・
南会津

県 南

県 中

県 北

②諸率（医科、歯科）

１件当たり費用額

0 10 20 30 40 50

いわき

相 双

会 津・
南会津

県 南

県 中

県 北

（千円）

国保・退職・後期高齢者医療の動き

※ 被保険者数は、福島県の「毎月事業状況報告書（月報）」による。

（件）

件

数

582,604

715,071

1,297,675

 

546,574

672,268

1,218,842

579,578

705,158

1,284,736

561,241

676,870

1,238,111

523,811

639,854

1,163,665

524,277

634,033

1,158,310

589,337

699,738

1,289,075

571,144

691,180

1,262,324

審査月 2020年11月 12月 2021年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

570,434

681,885

1,252,319

563,817

677,672

1,241,489

552,421

665,200

1,217,621

534,852

652,387

1,187,239

一般／退職

後　期

計

審査月 2020年11月 12月 2021年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

一般／退職

後　期

計

（千円）

※ 本会の審査支払確定値より算出。

費

用

額

13,173,085

21,479,758

34,652,843

12,393,880

20,127,522

32,521,402

12,960,509

21,029,788

33,990,297

12,161,862

19,754,650

31,916,512

11,742,325

18,671,178

30,413,503

13,299,817

21,184,771

34,484,588

12,293,972

20,113,338

32,407,309

11,794,955

19,198,400

30,993,355

12,707,236

19,895,998

32,603,234

12,588,978

20,086,726

32,675,705

12,327,217

19,679,284

32,006,500

12,581,665

19,891,661

32,473,326

● 件数・費用額の動き（医科、歯科、食事・生活療養、調剤、訪看を対象。国保は県内61保険者の計。）

一般／退職 費用額 後期 費用額一般／退職 件数 後期 件数

10

20

30

40

50

60

70

80

0

50

100

150

200

250
（万件）（億円）

2020年11月 12月 2021年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

0

10

20

30

40

50

60

70

80
（万人）
● 被保険者の動き（県内61保険者の計）

2020年10月 11月 12月 2021年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

後期高齢者一　般 退　職

0

407,030 

299,820 

406,528 

299,157 

405,885 

298,302 

405,520 

297,849 

404,467 

297,470 

404,043

296,880 

409,041 

296,441 

407,623 

296,017 

406,292 

295,854 

404,805 

295,635 

403,789 

295,534 

402,069 

295,619 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

今年度に入り、一般、後期高齢者ともに被保険
者数は減少し続けている。

会津・南会津会津・南会津

県北

県中

県南

相双

いわき

県北

県中

県南

相双

いわき

地域別の医療費の動き
2021年10月審査分
ここでは、59市町村を県北、県中、県南、会津・南会津、相双、いわきの
6地区に分けて医療の動向をお知らせします。

【一般/退職】2020年10月審査分　 【一般/退職】2021年10月審査分 【後期】2020年10月審査分 【後期】2021年10月審査分

（件／円）①件数・費用額（医科、歯科、食事・生活療養、調剤、訪看）

県　　北

県　　中

県　　南
会  津  ・
南 会 津

相　　双

い わ き

件　　数 対前年比 費 用 額 対前年比 件　　数 対前年比 費 用 額 対前年比

一　　　般　　　／　　　退　　　職 後　　　期　　　高　　　齢　　　者

135,030

139,931

35,594

79,193

77,182

94,311

102.08%

102.71%

104.12%

104.32%

102.79%

99.54%

2,841,009,867

3,294,166,680

897,795,053

1,880,693,169

1,660,734,121

2,007,265,815

100.31%

103.69%

96.78%

112.87%

105.18%

98.10%

179,211 

159,985 

39,763 

103,055 

68,563 

126,293 

99.35%

98.55%

98.60%

98.48%

99.01%

99.41%

4,935,604,431 

4,858,548,270 

1,313,887,162 

3,305,628,945 

1,909,243,073 

3,568,749,015 

98.96%

98.37%

97.66%

104.21%

98.61%

95.41%

いわき地区のみ、一般/退職、後
期（件数・費用額）ともに前年度と
比べて減少した。
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①介護給付費等支払状況
（億円）

100
105
110
115
120
125
130
135
140

150
145

18
19
20
21
22
23

25
24

2020年11月 12月 2021年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

（万件）

②事業所数

3,100
3,150
3,200
3,250

3,400
3,450

3,550
3,500

3,600
3,650

3,350
3,300

2020年11月 12月 2021年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

事
業
所
数

介護の動き

※ ①、②は「国保連合会業務統計表」及び本会の審査支払確定値より算出。
※ ③は「保険者別 国保連合会業務統計表（確定給付統計）」より算出。

2020年10月審査分 2021年10月審査分 2020年10月審査分 2021年10月審査分

0 10 20 30 40 50 60 70

居　　宅
サービス

地　　域
サービス

施　　設
サービス

介護予防・
日常生活支援

総合事業

受給者数

介護予防・
日常生活支援

総合事業

費 用 額

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

地　　域
サービス

施　　設
サービス

居　　宅
サービス

認定者 【2020年10月】119,417人
          【2021年10月】120,275人③サービス別 受給者数・費用額（2021年10月審査分 対前年同月比）

63,581
63,064

15,673
15,441

19,286
18,961

13,974
14,108

6,697,194,640
6,742,513,270

2,893,758,578
2,809,642,715

6,681,412,703
6,585,965,519

443,411,341443,411,341
441,217,584441,217,584

（件／千円）

審査月 12月 2021年1月 2月 3月 4月2020年11月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

242,870

238,250

14,650,398

245,431

241,742

14,348,747

243,905

240,708

14,625,363

237,981

234,903

14,262,348

236,221

233,191

13,437,741

239,739

236,269

14,707,669

239,700

228,163

13,799,050

247,760

243,254

14,870,801

244,364

228,163

14,749,742

242,278

243,254

14,518,337

244,088

242,019

14,497,569

245,755

242,019

14,498,988

受付件数

確定件数

支払確定額

6月審査の支払確定額は、直近1年間
で最高値となった。

（円）

介護 ～ 一人当たり費用額 2021年10月審査分

※ サービス受給者一人当たりで算出。　※ 事業所からの請求額より、保険者の過誤申出が上回る場合はマイナス表記。

保険者名 一人当たり
平均費用額 一人当たり居宅サービス費用額

介護給付
一人当たり地域サービス費用額 一人当たり施設サービス費用額

一人当たり
介護予防・日常生活支援

総合事業費用額

一人当たり介護予防・日常生活支援総合事業費
用額のみ、昨年度同月平均と比べて増加した。

福 島 市
会 津 若 松 市
郡 山 市
い わ き 市
白 河 市
須 賀 川 市
喜 多 方 市
相 馬 市
二 本 松 市
田 村 市
南 相 馬 市
伊 達 市
本 宮 市
桑 折 町
国 見 町
川 俣 町
大 玉 村
鏡 石 町
天 栄 村
下 郷 町
檜 枝 岐 村
只 見 町
南 会 津 町
北 塩 原 村
西 会 津 町
磐 梯 町
猪 苗 代 町
会 津 坂 下 町
湯 川 村
柳 津 町
三 島 町
金 山 町
昭 和 村
会 津 美 里 町
西 郷 村
泉 崎 村
中 島 村
矢 吹 町
棚 倉 町
矢 祭 町
塙 町
鮫 川 村
石 川 町
玉 川 村
平 田 村
浅 川 町
古 殿 町
三 春 町
小 野 町
広 野 町
楢 葉 町
富 岡 町
川 内 村
大 熊 町
双 葉 町
浪 江 町
葛 尾 村
新 地 町
飯 舘 村
平 均
昨年度同月平均

140,702
146,287
136,978
137,260
146,762
152,529
161,347
166,809
168,293
170,130
147,750
153,095
157,791
167,374
162,691
158,744
168,697
165,145
169,767
149,659
167,500
153,361
154,969
144,121
179,415
165,686
162,951
180,910
187,078
175,527
229,260
175,227
177,278
183,925
152,127
161,121
197,930
162,251
161,226
152,976
154,886
175,283
158,597
179,439
146,235
148,240
186,202
164,521
162,666
150,569
159,489
147,476
160,397
139,946
151,833
143,103
167,116

153,792
175,430
162,337
162,899

105,097
111,391
101,254
103,043

97,563
101,652
88,030

122,014
102,852
111,388
107,887
103,977
101,433
123,791
118,894
113,745
112,408
116,608
107,112
92,400
16,112

68,064
78,490
83,676

112,384
78,649

101,008
121,354
115,478
103,015
159,540
105,346

97,427
127,791
106,367
114,229
130,012
112,241
99,903
84,413
99,876
90,066

109,423
101,052
115,967
104,769
107,065
120,047
109,071

97,421
113,154
120,746
101,207
130,751
128,376
114,735
111,556
106,240
113,283
105,980
107,248

188,596
175,068
191,875
181,102
163,283
170,008
206,086
132,933
183,212
274,196
173,253
192,122
162,699
119,340
159,099
185,298
207,601
166,978
146,860
100,454
155,911
178,570
102,664
227,572
219,526
171,670
200,850
185,561
306,588
175,084
146,120
145,973
100,890
219,170
195,688
228,744
281,533
239,756
137,169
97,506

113,941
354,053
211,251
214,766
267,794
133,325
212,064
254,558
239,909
252,250
151,654
158,535
277,340
157,979
173,437
193,203
231,407
119,826
215,206
188,629
192,727

32,533
30,058
33,457
28,618
31,622
33,114
30,311
34,874
29,718
36,314
31,350
27,445
32,575
29,422
32,248
26,048
34,405
32,917
37,438
31,060

0
32,863
34,833
31,456
28,799
39,236
30,957
35,679
32,398
24,333
44,365
28,977
22,669
35,059
34,221
30,817
23,031
29,797
30,077
20,606
37,360
31,180
39,482
57,384
20,250
29,026
36,221
34,502
47,447
27,806
42,212
35,538
32,618
39,866
35,283
35,053
43,017
31,076
35,622
32,485
31,301

352,560
357,134
349,585
345,239
337,992
351,848
344,076
333,538
343,768
347,828
339,477
353,588
325,990
352,073
361,969
357,312
343,293
358,714
368,937
354,448
294,726
330,837
341,540
361,008
352,186
328,357
354,780
342,715
319,885
329,351
337,984
345,402
351,574
357,533
332,129
317,464
353,904
328,704
356,329
339,819
351,023
322,633
330,927
342,386
333,601
343,988
351,304
345,187
339,889
319,766
312,632
330,399
299,487
333,524
338,484
329,171
380,002
364,406
355,975
342,040
345,923

支払確定額 確定件数

（千人） （億円）

3,592 3,596 3,596 3,605 3,608 3,602 3,523 3,588 3,618
3,575

3,580 3,584
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連合会日誌
E v e n t  r e p o r t

10月11月12月
7

（木）
14

（木）
21

（木）
22

（金）
25
（月）

● 

保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会

 

　（
3
/
6
）（
福
島
市
）

● 

再
審
査
部
会
〜
15
日（
国
保
会
館
）

● 

審
査
委
員
会（
全
員
協
議
会
）〜
24
日（
国
保
会
館
）

● 

柔
道
整
復
審
査
委
員
会（
国
保
会
館
）

● 

歯
科
部
会（
国
保
会
館
）

● 

効
果
的
な
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の

　

 

実
践
を
目
的
と
し
た
研
修（
1
/
2
）（
福
島
市
）

● 

令
和
3
年
度
国
保
・
保
健
事
業
担
当
課
長
及
び

　

 

統
括
保
健
師
研
修
会（
福
島
市
）

● 

介
護
給
付
費
審
査
委
員
会（
国
保
会
館
）

● 

第
三
者
行
為
求
償
事
務
相
談
業
務（
国
保
会
館
）

● 

国
保
問
題
調
査
委
員
会（
福
島
市
）

● 

再
審
査
部
会
〜
12
日（
国
保
会
館
）

● 

令
和
3
年
度
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
係
る
管
理
栄
養
士

　

 

資
質
向
上
に
向
け
た
研
修
会（
2
/
2
）（
福
島
市
）

● 

国
保
主
管
課
長
部
会（
福
島
市
）

5
（金）

11
（木）

16
（火）

● 

審
査
委
員
会（
全
員
協
議
会
）〜
21
日（
国
保
会
館
）

● 

柔
道
整
復
審
査
委
員
会（
国
保
会
館
）

● 

歯
科
部
会（
国
保
会
館
）

● 

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会（
東
京
都
）

● 

令
和
3
年
度
第
1
回
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

　

 

介
護
予
防
の
一
体
的
な
実
施
研
修
会（
二
本
松
市
）

● 

介
護
給
付
費
審
査
委
員
会（
国
保
会
館
）

● 

令
和
3
年
度
介
護
給
付
適
正
化
担
当
者
説
明
会
〜
25
日

　

 

（
国
保
会
館
）

● 

第
三
者
行
為
求
償
事
務
相
談
業
務（
国
保
会
館
）

● 

保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会（
4
/
6
）（
福
島
市
）

18
（木）

11
（土）

19
（金）

24
（水）

29
（月）

● 

再
審
査
部
会 

14
日（
国
保
会
館
）

● 

審
査
委
員
会（
全
員
協
議
会
）〜
19
日（
国
保
会
館
）

● 

柔
道
整
復
審
査
委
員
会（
国
保
会
館
）

● 

歯
科
部
会（
国
保
会
館
）

● 

保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会（
5
/
6
）（
福
島
市
）

● 

介
護
給
付
費
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保健事業支援・評価委員会
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28

9

国保主管課長部会

4

効果的な特定健診・保健指導の実践を目的とした研修

3

講師を務める河井氏

5

国保問題調査委員会
挨拶する本会林常務理事

令和3年度糖尿病重症化予防に係る
管理栄養士資質向上に向けた研修会

6

国保問題調査委員会

保健事業支援・評価委員会で発言する佐藤委員

7

講師を務める廣瀬氏

7
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　あけましておめでとうございます。新たな年と今号発行を無事に迎えられたことにホッとしています。
　さて、2021年は皆さんにとってどのような年になったでしょうか。私は公私ともに常に時間に追われた1年で
した。2022年は、時間に追われることを想定しながらも時には立ち止まり、日々を振り返りながら成長につなげて
いける年にしたいです。
　最後に、今号発行あたり取材を通してたくさんの方の温かさや思いに触れることができました。ご協力いただい
た皆さまに感謝申し上げます。引き続き、分かりやすい、読みやすい広報誌を目指して、今年度の集大成となる次号
に向け、しっかりと準備していきます。（谷）

福島県からのお知らせ福島県からのお知らせ

わかる国保わかる国保キビ
タンの

マイナンバーカードの保険証利用の
本格運用がスタートしました!

第14回

連合会からのお知らせ

編集後紀

第三者行為求償事務の取り組み強化について
　第三者行為求償事務については、国保事業の健全な運営を確保するため、より一層の取り組み強化が求められています。
　本会では、希望する保険者へ直接赴き、第三者行為求償事務にかかる関連知識や国保総合システムを利用した求償対象候補
者の抽出方法等を説明することで、保険者における取り組み強化を支援し、福島県全体の第三者行為求償事務の底上げを図る
ことを目的として保険者訪問を実施しております。

連合会行事予定

お問い合わせ先　福島県国民健康保険団体連合会　保険者支援課求償係　024-523-2743

　令和３年１０月２０日よりマイナンバーカードの保険証利用が本格的に開始されました。
利用できる医療機関、薬局は順次拡大される予定ですので、ご利用の際は、あらかじめ医療
機関等にご確認ください。なお、国では、令和５年３月末までに概ね全ての医療機関等での導
入を目指しています。

●保険 証利用の申込みは生涯１回のみで、転職、結婚、引っ越しをした場合でも、マイナ
ンバーカードで受診できます。ただし、保険者を異動した場合は、従来通り、保険者へ
の異動届等の手続は必要となります。

●限 度額 適 用認 定証がなくても、高額 療養費制度における限 度額を超える支払いが免
除されます。

●マイナポータルで、特定健診情報や薬剤情報、医療費通知情報を閲覧できるようにな
ります。なお、本人が 同意すれば、特定健 診 情 報や薬 剤情 報を医師等と共 有でき、よ
り適切な医療を受けることができるようになります。

　マイナンバーカードを保険証として利用するためには、以下のいずれかの方法により利用申込みを行う必
要があります。
　なお、手続に当たっては、あらかじめ、マイナンバーカード、数字4桁の暗証番号（あらかじめ設定してある
パスワード）を準備してください。

　マイナンバーカードを保険証として利用した場合、現行のシステムでは、本来の負担割合（２割又は
３割）が 表示されるため、医療機関等の窓口において一 部負担金の支払いを求められてしまう可能性
がありますので、従来の被保険者証もご持参ください。

お住まいの市町村の担当窓口 までお問い合わせ

利用申込み方法は･･･

●「マイナ受付」のステッカー・ポスターが貼ってある医療機関、薬局で使えます。
●利用できる医療機関・薬局は厚生労働省のHP（以下のアドレス）でも公開しています。

　　　
●医 療 機 関、薬 局での受 付時に利用申込をしたマイナンバーカー

ドをカードリーダーにかざした後に、顔認証 又は暗証番 号入 力
により本人確認を行います。

医療機関等での利用方法は･･･ 

マイナンバーカードを保険証として利用する主なメリットは・・・

・ 子供の医療費助成　・ 妊産婦医療費助成

●「マイナポータルアプリ」をインストールして申し込む。
●セブン銀行のＡＴＭから申し込む。
●各市町村設置のマイナポータル用端末等から申し込む。
●医療機関や薬局の窓口に設置されている顔認証付きカードリーダーから申し込む。

利用
申込み
方法

ht tps://www.mhlw.go.jp/st f/ index _16743.html

※下記の助成を受けている場合は、
　被保険者証も併せて医療機関等の窓口に提示してください。

● 効果的な特定健診・保健指導の実践を目的とした研修（2/2） （福島市）
● 保健事業支援・評価委員会（6/6） （福島市）
● 糖尿病性腎症重症化予防評価に係るWG（3/3） （国保会館）

● 理事会 （福島市）
● 総会 （福島市）

● 糖尿病セミナー （福島市）3月

2月

1月
10（木）

17（木）

上旬

18（火）

27（木）

下旬

郡山市、いわき市、二本松市、田村市、相馬市、
川俣町、塙町、矢祭町、医師国保組合

令和3年度実績

　令和４年度も希望する保険者への訪問を予定
しております。なお、希望調査については、令和
4年度の本会主催の研修会にて行う予定です。

訪問時の説明内容

● 委任手続きと提出書類について
委託時に必要となる書類や
問い合わせの多い内容の説明

● 第三者行為求償事務について
第三者行為求償事務の概要
及び関連基礎知識の説明

● その他

● 事案の発見について
国保総合システムによる事案の
発見に効果的な操作方法の説明
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シリーズ特集
人生100年時代に向けた健康づくり

　国は｢人生100年時代」の到来を見据えて、高齢者だけでなく子どもや子育て世代、現役世代であっても安心して活躍できる社会を目

指し、全ての世代が公平に支え合う「全世代型社会保障」への改革を進めています。

　市町村としても、全世代が心身の健康を意識し、実践し、継続することができるサポート体制・環境づくりが求められます。一方で、地

域住民が住み慣れた地域で安心して暮らすためには、地域住民が「我が事※」としての意識を持つこともまた重要です。

　本誌では「人生100年時代に向けた健康づくり」を2021年度のテーマとし、県内の各分野における施策や取り組みを紹介しながら「健

康が自走するまち」の在り方を探っていきます。

ビビッドコーラスクラブは、1993年に設立しました。

平均年齢73歳、84名の元気な部員で歌声を合わせ

ています。取材の日は、56名の方がコーラス練習を

していました。全体の指導は、郡山ジュニアフィル

ハーモニーオーケストラの指揮をはじめ、県内外で

活躍されている佐藤守廣さんです。時折笑い声も聞

かれるほどユーモアあふれる指導の中で、コンクー

ルに向けた練習をしていました。美しい歌声が、郡

山市公会堂中に響き渡っていました。

合唱コンクールに向けて坂本九さんの「心の瞳」を歌う、

ビビッドコーラスクラブのみなさん

表紙によせて

詳しくは本誌（P6～）｢あさかの学園大学 健康寿命は

地域や社会とのつながりから｣をご覧ください。

（2021年12月7日撮影）

ふくしまの国保
福島県国民健康保険団体連合会広報誌

3
2022年1月
第70巻3号

あさかの学園大学は
高齢者の学びの場として
1988年に開校しました。

高齢者の生きがいやつながりの場
づくりとして、クラブ活動も

学外で活発に
行われています。

人生100年時代に向けた健康づくり
あさかの学園大学

健康寿命は地域や社会とのつながりから

シリーズ特集 「ふくしまの国保」では皆様のご意見、ご感想をメールで募集しております。
今後の紙面づくりに生かして参りますのでご協力、よろしくお願いします。
　　　 gyoumu-shien@fukushima-kokuho.jp
　　　　(保険者支援課)
※QRコードを読み取り、表示されたURLからメールが作成できます。

E-mail

福島県国民健康保険団体連合会の様々な情報は
https://www.fukushima-kokuho.jp へアクセス 福島県国民健康保険団体連合会

連合会HP 広報誌バックナンバー
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※「我が事」…まさに自分に関係する事柄。自分ごと。


